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Environmental Exploitation on the Eastern Slope of the Central Andes 

     —A Case of Amarete , Northwestern Bolivian Highland—

Hideo KIMURA

   Amarete is a Quechua community situated on the Eastern 
slope of the Central Andes of Bolivia. The Central Andes is 
a region where varied natural environments align along steep 
mountain slopes. This article deals with the native exploitation 
of this environments, focusing mainly on land use. 

   In Amarete arable lands are divided according to the altitude 
into two parts. There are  the  . upper and the lower, as in the 
other Andean communities. In the ideal of the Amaretean 

people, the former is used for producing potatoes, and the latter 
for maize. But besides these two crops a large quantity of tuber 
crops, like oca and  isano, wheat and barley, beans and peas, are 
also cultivated. 

   The rotation of crops is done both in the upper and lower 

parts, and the same crop is not cultivated for two in succession 
years. In the upper part of the cultivated field the rotation cycle 
is seven years, and selection of the crop to be sown and sowing in 
one rotation unit are controlled by the entire community. In 
the lower part, crop rotation is also practiced but this is not 
subject to communal control. 

   Two or more separate tracts of land are combined as a set. 
A rotation unit (kapana) is composed of one large tract of land 
and smaller annex pieces. In land tenure to each unit of arable 
land  (sayalia) some smaller and poorer quality  lands" (chiki  or
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 wage) are attached. This division of land is a device for reducing 
crop damage by the bad weather and for preventing the total 
loss of the agricultural production of a family or the whole 
community. 
   Historically the traditional forms of land use, for example, 
the rotation system of kapanas, land tenure and land inheritance, 
seem to have changed. This could have been caused by the 
invasion of the outsiders and the Bolivian Agrarian Reform 
commenced in 1952. The loan of lands exists between Amarete 
and its annex villages where the arable fields are scarce, as well as 
between Amarete and other villages of the Charazani valley 
where manpower is lacking.
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１． は じ め に

１．１． 調 査 概 要

　本稿は，昭和５８年度文部省科学研究費海外学術調査補助金による現地調査 「中央ア

ンデス農牧民社会の民族学的研究一 ボ リビア高地の環境利用と異民族間関係」（研究

代表者 ：友枝啓泰 ・国立民族学博物館助薮授）の分担研究として，ボリビア （Ｂｏｌｉｖｉａ）

北西部ラパス県 （Ｄｅｐａｒｔａｍｅｎｔｏ　ｄｅ　Ｌａ　Ｐａｚ）バ ウティスタ ・サーベ ドラ郡 （Ｐｒｏｖ一
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地図 １ ラ パ ス 県 主 要 部

ｉｎｃｉａ　Ｂａｕｔｉｓｔａ　Ｓａａｖｅｄｒａ） アマ レテ地 区 （Ｃａｎｔ６ｎ　Ａｍａｒｅｔｅ）で行 な った現 地 調査 の

報 告 で あ る。 ボ リビ ア滞 在 は１９８３年 ６月 か ら１０月 ま で であ り， そ の うち アマ レ テに お

け る調 査 期 間 は正 味 約 ３カ月 聞 で あ る。 我 々が 調 査地 選 定 の た め に行 な った 予 備 調査

に お い て アマ レテを 初 め て訪 れ た の は ６月 下 旬 で あ るが， そ の 時点 で は ，す で に ジ ャ
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ガイモの収穫はほぼ終了 し，オカの収穫作業続行中であった。アマレテに住み込んで

実際に観察 した農作業は，ムギ，マメ， トウモロコシの収穫か らオカの植え付けまで

であり，ジャガイモの収穫 ・植え付け作業やオカ以外の農作物の播種 ・植え付け作業

は観察することが出来なかった。

　筆者にとって今回の調査は初めてのアンデス調査であり，調査地アマレテ地区の中

心集落アマレテの規模と調査期間を考え合わせて，分担テーマである社会組織の調査

に今回す ぐ着手することは困難であると判断 した。そのため，アンデス社会理解のひ

とつの前提条件となると考えられる環境利用の問題を先ず調査の中心に置 くこととし，

その後社会組織の調査に進むという方法を取った。 しかし残念ながら社会組織につい

ては，未だ報告としてまとめあげるだけの資料の集積がなされていないため，今回の

報告においてはアマレテの概要記述の一部に留め，報告の中心テーマとしては土地利

用の問題を取 り上げることとした。

１．２． 報 告 の 前 提

　今 回 調 査 を行 な った アマ レテ は 中央 ア ンデ ス東 斜 面 に位 置 す る。 中央 ア ンデ ス東 斜

面 は ，緯 度 上 は亜 熱 帯 に位 置 しな が らも ，標 高 ５，０００ｍ 以 上 か ら標 高 ３，０００　ｍ 以 下

ま で ，標 高 に従 って様 々 に異 な った環 境 条 件 が 現 わ れ ，多 様 な環 境 が 急 峻 な斜 面 に沿

った狭 い地 域 に併存 す る地 帯 で あ る。 この多 様 な環 境 を ひ とつ の社 会 が い か に有 効 に

利 用 して い るか とい う問 題 が ， ア ンデ ス研 究 の大 きな テ ー マ で あ った 。

　 こ の問 題 の 研究 に大 きな イ ンパ ク トを 与 え た の が ， ジ ョン ・ム ラ （Ｊｏｈｎ　Ｍ ｕｒｒａ）

に よ る 「垂 直 統 御 （ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ）」 とい う概念 の 提 出 で あ った ［Ｍ ｕＲＲＡ　 ｌ９７２］。

ム ラの 立論 の基 盤 とな った の は民 族誌 で は な くエ ス ノ ヒス ト リーで あ った が ， ム ラの

概 念 提 示 以 降 ，現 存 す る伝統 的 ア ンデ ス 農 民 の環 境 利 用 の調査 が積 み重 ね られ て来 た 。

しか し民 族誌 資 料 の蓄 積 は未 だ十 分 とは言 え ず ，今 後 も実 証 デ ータ集 積 の作 業 が継 続

さ れね ばな らな い 。 そ の意 味 で ，本 稿 に お け るア マ レテ ・ケ チ ュ ア農 民 の環 境 利 用 の

資 料 提 示 は ア ンデ ス研 究 に寄 与 で きる の で はな い か と考 え る。

　 本 稿 が め ざす もの を 明示 す るた め に は ， まず ム ラの い う 「垂 直 統 御 」と 「垂 直 利 用 」

を 別 の概 念 と考 え て お く こ とが必 要 で あ ろ う。 アマ レテ の人 々 は ア ンデ ス東 斜 面 の垂

直 に連 な る多 様 な環 境 を利 用 して い る。アマ レテの環 境 利 用 に，ブ ラ ッ シュ （Ｓｔｅｐｈｅｎ

Ｂ。Ｂｒｕｓｈ）に よ る垂 直 統 御 の類 型 ［ＢＲｕｓＨ　 ｌ９７７：１０－１６］ を あ て は め てみ れ ば 「圧

縮 型 （ｃｏｍｐｒｅｓｓｅｄ　ｔｙｐｅ）」 とい う こと に な り，ルパ カ の よ うな 「列 島型 （ａｒｃｈｉｐｅｌａｇｏ

ｔｙｐｅ）」 で はな い。圧 縮 型 は大貫 良 夫 の ま とめ に従 え ば ，「土 地 の傾 斜 が急 で ， 自然 区
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分帯が相接して連続的に分布する。そ して，その分布の両端の距離が比較的小さい。

集落はこの両端のほぼ中間に位置していて，どちらの端にもおよそ一日あればゆきつ

くことができる。そして村人は，常に上下に動きながら，生産活動に従事する」［大貫

１９７８：７２０］ものである。

　大貫良夫のいうように，単に多様な環境を複合的に開発 しているというだけでは，

それは別にアンデスに特有なものではなく，「強いてアンデスに特有なものといえば，

比較的規模の大きい列島型 しかない」［大貫　１９７８：７２９］。 アンデスにおける環境利

用は，亜熱帯 という緯度上の位置と，高山地帯か ら低高度の海岸地帯や森林地帯へと

下る急峻な斜面の存在という地理的な条件によって，多様な環境が近接 して存在 し，

住民がそれを同時に利用できるという点に特徴があるのである。その意味で環境利用

だけに着目すれば，ムラのいうインカ帝国の基盤 として政治的意味をも含めた 「垂直

統御」は直接には視野にはいってこない。本稿における報告は，耕地の配分と利用法

のみを扱 うものであり，アマレテの環境利用を直接に 「垂直統御」の問題として取 り

扱うものではなく，アマレテ集落周辺の斜面に展開する階段状をなした耕地の利用に

視点を限定 しているわけである。アンデス農民の環境利用の特性は，環境条件並列に

おける 「垂直性」にあり，本稿において追究するテーマはあくまで環境利用のひとつ

のタイプとしての 「垂直利用」の問題である１》。

　 そ して，本稿の範囲はアマレテの事例の個別報告に留まるものであり，中央アンデ

ス農民の環境利用の共通性を特別に念頭においてはいない。 しか し，比較を視野に含

めていないといっても，周辺地域で報告された類似の事例を無視することが出来ない

のは当然であり，本稿ではアマレテの事例が全 くの孤立例ではないことを示すために，

カアタ，チャラサニなどアマ レテに隣接する谷における事例 と，すこし離れてはいる

が同じラパス県のアンデス東斜面に位置するアンバナの事例も合わせて紹介す ること

にしたい。

２． ア マ レ テ 概 要

２．１． 地 理 的 環 境

ラパ ス県 の 自然 環境 は ， 標 高 ６，０００ｍ を 超 え るア ンデス東 山脈 の高 山 帯 か ら， 東

１） この垂直統御及び垂直利用の概念規定については，本館共 同研究会 「アンデス ・ヒマ ラヤ ・

アルプスー 交換 と交易一 」において しば しば議論がたたかわせ られ，両概念 の区分 の重要

性が指摘 されて来た。 ここまでの筆者の議論はこの指摘か ら大 きな示唆を得ている。

　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ４７
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西 両 山脈 間 の高原 地帯 ，東 そ して北 へ向 か って急 激 に高 度 を 下 げ る渓 谷 地 帯 ， そ して

そ の先 に ひ ろが る アマ ゾ ン川 の 支 流 マ デ ィ ラ川 上 流 の熱 帯 林 地 帯 と，非 常 に多 様 で あ

る。 ア ンデ ス の多 様 な 自然 環 境 は多 くの論 者 によ って 区分 され て い る が ，人 間 の 居住

す る環 境 は高 度 に従 って上 か ら， ブ ナ （ｐｕｎａ）， ス ニ （ｓｕｎｉ）ま たは ハ ル カ （ｊａｒｃａ），

キチ ュア （ｑｕｉｃｈｕａ）ま た は ケ チ ュア （ｑｕｅｃｈｕａ），ユ ンガ （ｙｕｎｇａ）に分 け られ る。 ア

マ レテ住 民 に よ る区分 は， ブ ナ， バ イエ （ｖａｌｌｅ）， ユ ンガ の 三 区分 で あ る。 この 区分

で は ス ニ とキ チ ュ アが 区別 され て お らず ， そ の両 者 を ま とめて バ イ エ と い うス ペ イ ン

語 に よ る 名称 が導 入 され て お り， アマ レテ の住 民 は 自 らを バ イ エの 住 民 （ｖａｌｌｅ　ｒｕｎａ，

ｖａｌｌｕｎｏ）で あ る と認 識 して い る。

　 ラパ ス県 の総 面 積 は １３３，９８５ｋｍ２であ る。同県 は１８の郡 に分 け られ て い るが ，そ の

ひ とつ バ ウテ ィス タ ・サ ーベ ドラ郡 は ア ンデス東 山脈 か らアマ ゾ ン川 へ と下 る東 斜 面

を 中 心 とす る地 域 で ， ア マ レテ （Ａｍａｒｅｔｅ）， クルバ （Ｃｕｒｖａ）， カ リハ ナ （Ｃａｒｉｊａｎａ），

ミゲ ル ・デ ・チ ュ リーナ （Ｍ ｉｇｕｅｌ　ｄｅ　ｃｈｕｌｌｉｎａ）， フア ン ・ホ セ ・ペ レス （Ｊｕａｎ　Ｊｏｓ６

Ｐ６ｒｅｚ）， ラモ ン ・ゴ ンサ ー レス （Ｒａｍ６ｎ　Ｇｏｎｚ義ｌｅｚ）の ６地 区 （Ｃａｎｔ６ｎ）に分 け られ

て い る。 郡 の 中心 地 は フア ン ・ホ セ ・ペ レス （チ ャ ラサ ニ Ｃｈａｒａｚａｎｉ） で あ るが ，

アマ レテ地 区 が フ ア ン ・ホ セ ・ペ レス地 区 を しの い で最 大 の人 口を擁 す る。 国 立 統 計

局 （Ｉｎｓｔｉｔｕｔｏ　Ｎａｃｉｏｎａｌ　ｄｅ　Ｅｓｔａｄｉｓｔｉｃａ）の １９７６年 の統 計 によ れ ば郡 総 人 口 は １０，１１９

人 ， アマ レテ地 区 総 人 口は３，６３０人 ， 中心 集 落 アマ レテ が１，４５４人 であ る。

　 アマ レテ は 南 か ら北 に 流 れ てチ ャ ラサ ニ川 （Ｒｉｏ　Ｃｈａｒａｚａｎｉ）に合 流 す る ア マ レテ

川 （Ｒｉｏ　Ａｍ ａｒｅｔｅ）の左 岸 ， 標 高 ３，８５０　ｍ 地 点 に あ る。 ア マ レテに お い て は アマ レ

テ のみ を リャフタ （ｌｌａｑｔａ）と呼 び， その他 の属 村 は ア イユ （ａｙｌｌｕ）と呼 ばれ て 区 別 さ

れ て い る。 ア マ レテ川 の 右岸 に は ， 上 流 か らムユ パ ンパ （Ｍ ｕｙｕｐａｍｐａ）， ホ タ オ コ

（Ｊｏｔａｈｏｃｏ），アテ ィキ （Ａｔｉｑｕｉ）， ビス カ チ ャ ニ （ｖｉｓｃａｃｈａｎｉ）が，左 岸 に は チ ャ カ ワ

ヤ （Ｃｈａｃａｈｕａｙａ）とい う属 村 が散 らば る。 標 高 ４，６００　ｍ の 峠 を東 に越 え た隣 の谷 に

は，ワ ト （Ｈｕａｔｏ）， サ イ ワニ （Ｓａｙｈｕａｎｉ）， サ ピ （Ｓａｐｉ）とい う属村 が あ る。ワ トの谷

と サ イ ワニ の谷 はサ ピで合 流 し， ア マ レテ川 とチ ャ ラサ ニ川 の合 流点 の下 流 で チ ャ ラ

サ ニ 川 に合 す る。 アマ レテ の谷 か ら分 水 嶺 を南 に越 え ， チ チ カ カ湖 （Ｌａｇｏ　Ｔｉｔｉｃａｃａ）

に注 ぐス チ ェ ス川 （Ｒｉｏ　Ｓｕｃｈｅｓ）へ 続 く高 原 に は 属 村 リャチ ュア ニ （Ｌｌａｃｈｕａｎｉ）が

あ る。 ま た ， アマ レテ川 の 中流 には ス カ鉱 山 （Ｍ ｉｎａ　Ｓｕｋａ）と い う操 業 中 の小 さな ス

ズ 鉱 山 が あ る。

　 アマ レテ地 区の 周辺 を見 渡 して み る と， まず アマ レテ川 とチ ャラサ ニ川 の合 流 点 対

岸 の斜 面上 部 に チ ュ リー ナ の集 落 が あ る。 ま たチ ャ ラサ ニ川 は アマ レテ川 との合 流 点
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上 流 で は数 本 の 支 流 に分 かれ た 大 きな谷 間 を 形成 して お り， そ こに クル バ ， プア ン ・

ホ セ ・ペ レス， ラモ ン ・ゴ ンサ ー レス の各 地 区 に属 す る集 落 クル バ ， チ ャラサ ニ ， チ

ャハ ヤ （Ｃｈａｊａｙａ）， ニ ニ ョコ リン （Ｎｉｈｏｃｏｒｉｎ）， カ アタ （Ｋ ａａｔａ）， イ ンカ （Ｉｎｋａ），

サ カ ナ コ ン （Ｓａｃａｎａｑ６ｎ）等 が点 在 す る。 ま た サ ピの谷 とチ ャラ サニ川 の合 流 点 の下

流 に は カ リハ ナ地 区 に属 す るカ リハ ナ の集 落 が あ り， 更 に 下 流へ と下 る とバ ウテ ィス

タ ・サ ー ベ ドラ郡 を抜 けて ， カ マ タ （Ｃａｍ ａｔａ）の集 落 に 達 す る。 カ リハ ナ や カ マ タ

は す で に ユ ンガ 地帯 に位 置 し， オ レ ン ジ，バ ナ ナ等 の熱 帯 果 実 の 供給 を通 して アマ レ

テ と伝 統 的 なつ な が りを維 持 して い る。

　 アマ レテ の南 側 の分水 嶺 に そ って 自動 車道 路 が走 って お り， それ を 西北 に向 か うと

広 い高 原 地帯 が開 け， バ ウテ ィスタ ・サ ーベ ドラ郡 を 抜 け る と， この 地 方 に お け る ア

ル ７ｘｅ力飼 育 の 中心 で あ る ウ チ ャ ウチ ャ （Ｕｃｈａ　Ｕｃｈａ）， ウ リャ ウ リャ （Ｕｌｌａ　Ｕ ｌｌａ）等

の集 落 に達 し， これ らブ ナの 住民 とア マ レテ住民 は農 産 物 と畜 産 物 の交 換 を通 して互

い に結 びつ いて い る。 ま た ， そ の道 を途 中 で左 に とる と ペル ー との 国境 とな って い る

ス チ ェス川 に 出， 河 岸 の タ ル カ ニ （Ｔａｒｕｃａｎｉ）にお い て は週 １回 国境 を は さん で 定 期

市 が 開 か れ ， ア マ レテの 住 民 も しば しばそ れ に参 加 す る。 ま た国 境 を越 え て ペル ー領

の ワ ンカ ネ （Ｈｕａｎｃａｎ６）や プ リアカ （Ｊｕｌｉａｃａ）ま で ア マ レテの 住 民 が 交 易 や 家 畜 の

買 付 け に 出掛 け る こ とが あ る。

　 アマ レテへ の交 通 路 は首 都 ラパ ス か らチ チ カカ湖 東 岸 を ペ ル ー 国境 へ と向 か う道 路

か らエス コマ （Ｅｓｃｏｍａ）でわ か れ て ウ リャウ リャへ の道 を と り， 標 高 ４，３５０　ｍ の 峠

プ マ サニ （Ｐｕｍａｓａｎｉ）か ら谷 に そ って ア マ レテへ と下 る自動 車道 が あ る。 この 自動 車

道 は ア マ レテ の集 落 を 通 って ス カ鉱 山 まで続 い て い る。 プ マ サニ か らア マ レテ の村 へ

は定 期 バ ス は直 接 入 って来 な い が， チ ャ ラサ ニへ はバ ス が入 って お り，途 中 プ マ サ ニ

でバ ス ま た は トラ ックを 降 り，後 は徒 歩 で 村 に下 る のが アマ レテ に入 る も っ と も一 般

的 な方 法 で あ る。 ア マ レテか らエス ｒｒマ ・ラパ ス方 面 に向 か うに は ，高 原 の 自 動 車道

路 ま で上 り， 通 りか か るバ スや トラ ッ クをつ か ま え る の が通 常 の や り方 で あ る。 ま た ，

ス カ鉱 山へ は不 定期 に トラ ックが 入 るた め それ に便乗 して村 を 出 る こ と も可 能 で あ る。

２．２． 社 会 構 成

　 アマ レテ地 区 に は ケ チ ュァ語 を話 す 住 民 とア イマ ラ語 を話 す 住 民 が 併存 して い る。

ボ リビア にお い て一 般 的 に高 原 地 帯 アル テ ィプ ラノの 住 民 は ア イ マ ラ語 で あ り， ケ チ

ュア語 を 話 す の は漢 谷 地 帯 バ ィ エの住 民 で あ るが ， ア イマ ラ語 圏 とケチ ュア語 圏 の境

界 は谷 に よ って 異 な る。 ア マ レテよ り南 の イ タ ラケ （Ｉｔａｌａｑｕｅ）一 モ コモ コ （Ｍ ｏｃｏ

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ４９



国立民族学博物館研究報告　 ユ０巻ユ号

Ｍｏｃｏ）の谷やアンバナの谷などでは谷のかなり下部までがアイマラ語圏であるのに

対 し，アマレテではアイマラ語を話すのは上部の リャチュアニ，ムユパ ンパ，ワトの

集落に限られ，アマレテを始めとするその他の集落においてはケチュア語が話される。

しか し，そのケチュア語はアイマラ語の影響を強く受け，またアマレテの男性の多く

はアイマラ語 も話すことが出来る。男性は程度の差はあれスペイン語を話す者が多い

のに比べて，女性の場合は若者など一部を除いてスペイン語 ・アイマラ語を話せない

者の比率が高い。

　アマ レテは尾根の張り出 しの平担な部分に家屋が密集 し，そこから約 １ｋｍ 上方に

チャカワヤがある。アマレテは農地改革以来人口が減少 していると言われるチャラサ

ニと比べても人口密度が高 く，他のボ リビアの農村でしばしば目にする空 き家の数が

少ない。その結果アマレテはバウティスタ ・サーベ ドラ郡で現在最大の人口を誇る集

落となっている。アマ レテの詳 しい歴史については未調査であるが，現在教会のある

場所で多 くの人骨が掘り出されたという話や，現在でも家の新築中に古い土器や木製

品が発掘されること，集落の周辺にチュリュパ （ｃｈｕｌｌｐａ）であると言い伝えられてい

る石積みが残っていることなどを考え合わせると，かなりの歴史を持った集落である

ことは確かであろう。

　村の中央広場の一角に教会 と地区行政機関の事務所があり，中央広場周辺はアマ レ

テ外か ら移入 しアマレテにおいて強い勢力を持つベシーノ （ｖｅｃｉｎｏ）と呼ばれる人々

によって占められている。 中央広場 か ら墓地へと続 く街路によって村は伝統的に上

写真１　 ア　マ　レ　テ　全　景

５０



木村　　ボ リビア北西 部 ・アンデ ス東斜面 のケチ ュア農村におけ る環境利 用

表 １　 Ｐｒｏｖ．　Ｂａｕｔｉｓｔａ　Ｓａａｖｅｄｒａ 人 口 ・世 帯 数

人 ロ

Ａｍａｒｅｔｅ地 区

Ａｍａｒｅｔｅ村

分 散

３，６３０

１，４５４

２，１７６

Ｃｕｒｖａ地 区

Ｃｕｒｖａ村

分 散

１，６５５

３４２

１，３１３

Ｃａｒｉｊａｎａ地 区

分 散

４８４

４８４

Ｃｈｕｌｌｉｎａ地 区

Ｃｈｕｌｌｉｎａ村

４０３

４０３

Ｊ．Ｊ・Ｐｅｒｅｚ地 区

Ｃｏａｔａ 村

Ｃｈａｒａｚａｎｉ村

分 散

３，３２７

５０８

５０３

２，３１６

Ｒ．Ｇｏｎｚａｌｅｚ地 区

Ｃｈａｊａｙａ村

分 散

６２０

２３１

３８９

総 計 １０，１１９

男

１，７８９

６７７

１，１１２

６８６

１３８

５４８

２５９

２５９

２０７

２０７

１，６１９

２４１

２５６

１，１２２

２７０

１０４

１６６

４，８３０

女 世 帯

１，８４１

７７７

１，０６４

９０２

３７４

５２８

９６９

２０４

７６５

４９６

１１０

３８６

２２５

２２５

１４７

１４７

１９６

１９６

１１０

１１０

１，７０８

２６７

２４７

１，１９４

８９１

１３６

１４９

６０６

３５０

１２７

２２３

１７９

７１

１０８

５，　２８９ ２，７２５

写真２　中　　央　　広　　場

５１



国立民族学博物館研究報告　 １０巻 １号

（ｊａｎａｎ） と下 （ｕｒｉｎ） に二 分 され て お り， 現 在 で は ｊａｎａｎ が サ ン ・フ ェ リペ （Ｓａｎ

Ｆｅｌｉｐｅ），　ｕｒｉｎ は サ ン ・イ キ （Ｓａｎ　Ｙｑｕｉ）と呼 ば れ て い る。 サ ン ・フェ リペ の 上 部 は

ア ポ ロワ ヤ （Ａｐｏｌｏｗａｙａ） と呼 ばれ る独立 した一 角 を 形 作 っ て お り， これ に チ ャ カ ワ

ヤ を加 え た， サ ン ・フ ェ リペ ，サ ン ・イ キ ， ア ポ ロ ワヤ ， チ ャカ ワ ヤの ４つ が アマ レ

テ を構 成 す る ４区 域 （ｂａｒｒｉｏ） とな って い る。

　 ア マ レテ地 区 には ａｕｔｏｒｉｄａｄ　ｐｏＫｔｉｃａ の名 で呼 ばれ て い る行 政 機 構 が あ り， 最 高

責 任 者 コ レ ヒ ドール （ｃｏｒｒｅｇｉｄｏｒ）以 下 司法 官 フエ ス （ｊｕｅｚ）等 の役 職 者 が 揃 い ，郡 行

政機 構 の下 部 機 構 とな って い る。 そ れ とは別 に シ ンデ ィカ ー ト （ｓｉｎｄｉｃａｔｏ） と呼 ばれ

る農 民 組 合 の下 部 組織 が あ る が ， これ は村 の伝 統 的 な行 政機 構 を改 組 した もの で あ り，

現在 で も シ ンデ ィ カー トが伝 統 的 な 農 耕儀 礼 を主 催 す る。 この ア マ レテの シ ンデ ィカ

ー トは上 記 の ４つ の 区域 全 体 に ひ とつ 存在 し
， ホ タオ コ， ア テ ィキ は独 立 の シ ンデ ィ

カ ー トを持 って い る。 サ ピ とサ イ ワニ は集 落 の規 模 が 小 さ く同 じ谷 筋 を 共 同 で利 用 し

て い るた あ ひ とつ の シンデ ィカ ー トを 持 つ 。

　 アマ レテ の家 屋 は殆 どす べ て ２階 建 で あ り， １階 の土 間 にベ ッ ドを 置 いた り １部分

に板 を張 り渡 して寝 床 に した り して い る。 炊事 場 は 同 じ建 物 の 中 にあ る場 合 と，別 棟

に な って い る場 合 とが あ る。 ２階 は多 くの場合 倉 庫 とな って い る。壁 は土 壁 で あ り，

屋 根 は伝 統 的 には草 ぶ きで あ るが ， トタ ン屋根 が普 及 した 結 果 現 在 で は両 者 が 混 在 し

て い る。

　 ア マ レテに お け る最 も一 般 的 な 家屋 配 置 は， 中庭 を数 軒 の 家 が 取 り囲む 形 の もの で

写真 ３　 カ　 　 ン　 　チ　 　ャ
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ある。この中庭をカンチャ （ｃａｎｃｈａ）と呼び，ひとつのカンチャに面 した家々に住む

人々をカンチャ・マ シ （ｃａｎｃｈａ　ｍａｓｉ）と呼ぶ。 カンチャ・マ シはしば しば別々の家

を構えた父と息子たちや，父親同士が兄弟であったイ トコたちのような近親者によっ

て構成されるが，その構成員は必ずしも近親者のみとは限 らない。親族 ・姻族関係が

全 くない人々が集まってひとつのカンチャ ・マシとなっている場合もある。

　カンチャにはカビル ド （ｃａｂｉｌｄｏ）と呼ばれる場所があり，カンチャの統合の象徴と

なっている。そこには，カンチャ ・マシの一員が病気になった時や家を改築す る時な

どに，捧げ物がなされる。このことから考えてもカンチャ・マシは重要な社会集団で

ある可能性があるが，現在のカンチャ・マシは必ず しもひとつの共同単位をな してい

るとは限 らない。また，兄弟 も必ず しも同じカンチャ ・マシとは限 らず，ひとつの家

族が相続や購入の結果数箇所に家を構えていることも珍 しくない。そのため，カンチ

ャ・マシのメンバーの共同性は場合によっては非常に低い。また，これは農作業や屋

根ふきなどの労働の共同単位であるとは限らず，ある家族が祭の主催者になるなど役

職についたとしても，カンチャ・マシの他のメンバーが必ず協力するわけでもない。

このカンチャ・マシの性格については調査が不十分なのであるが，特に農地改革後に

社会の共同性がうすれ，人々が個人主義化したことを想定すると，これがカンチャ・

マシに共同性が低いことの原因の一部であるかもしれない。

　兄弟姉妹の絆以外には，アマレテにおいて明確に分離できる親族集団は存在 しない。

友枝啓泰はケチュア農民の社会関係における柔軟性を指摘 しているが ［友枝　１９８３：

２０３－２０４］，アマレテにおいても親族・姻族の範囲や行動規範は明確であるとは言い難

い。父 ・子 ・兄弟 ・姉妹 ・パ ドリーノ ・アイハー ド・婿など，非常に近い親族 ・姻族

・擬制親族に対 しては，協力 ・奉仕の義務等の行為規範が存在するにしても，親族関

係 ・姻戚関係 ・擬制親族 （コンパ ドラスゴ） ・近隣関係 ・友人関係などを選択 して利

用するという柔軟性がアマレテ住民の社会関係にも存在すると思われる。

　父方・母方を問わず同姓のものは親族であると見なされ，同姓のものと結婚すること

は出来ない。アマレテの結婚 には同棲 （ｓｉｒｗｉｎａｋｕｙ）の段階と正式な結婚 （ｋａｓａｒａｋｕｙ）

の２段階がある。正式な結婚は，教会での結婚式，役場への届け，村の中での披露宴

を必要 とし，正式な結婚後は離婚することは出来ない。それに対 して，同棲は正式な

ものではないため，解消することが出来 る。この期間に夫は妻の一家に奉仕する義務

があり，同棲期間は一種のテス ト期間である。この同棲期間に子供が生まれた場合，

そのまま正式に結婚すれば子供は夫の正式の子供となるが，正式に結婚することなく

離別した場合には子供は母親によって引き取 られ，父親は子供に対 して権利 も義務 も
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生 じな い 。 ア マ レテ に お け る配偶 者 選 択 の地 理 的範 囲 に関 して は ，詳 しい資 料 を持 ち

合 わ せ て い な い が ，調 査 した 範 囲 で は結 婚 は殆 どが ア マ レテ （チ ャカ ワ ヤを 含 む） 内

で行 な わ れ て お り， そ の他 に はサ イ ワ ニ ， サ ピ， ア テ ィキ ， ホタ オ コの住 民 との 結 婚

が少 数 見 いだ され るのみ で あ る。 ア ル テ ィプ ラ ノの住 民 や アマ レテ地 区以 外 に住 む 人

々 との結 婚 は殆 どな い と思 わ れ る。

　 擬 制 親 族 関係 が結 ば れ る契 機 は洗礼 と結 婚 で あ る。 洗礼 に お いて は子 供 の代 父 母 は

しば しば ア マ レテ外 か ら選 ば れ る。 そ の 際 に は しば しば父 親 の交 易 相手 で あ る アル テ

ィプ ラノ の住 民 が選 ばれ ，父 親 が 自 らの社 会 関係 を 拡 大 ・強化 す るた め に擬 制 親 族 が

結 ば れ る と考 え て よ い。 そ の た め ，子 供 に と って は洗 礼 の代 父 （パ ドリー ノ） は 自分

が 成 長 して も顔 を知 らな い相 手 で あ った りす る例 もあ り，子 供 と代 父 の 関係 （パ ド リ

ナス ゴ）は あ ま り重要 で な く， こ こで 重要 な の は父 親 と代 父 の 関係 （コ ンパ ドラス ゴ）

で あ る。他 方 ，結 婚 に お け る代 父 は それ か らの一 生 重 要 な 存在 とな る。 代 父 に 対 して

は屋 根 ふ き ・祭 ・葬 式 な ど様 々な場 面 で奉 仕 しな け れ ば な らな い。 この代 父 に 対 す る

奉 仕 は妻 の父 に対 す る奉 仕 と比 肩 で き る重 い もの で あ る。 結 婚 を契 機 とす る擬 制 親族

は いつ も身 近 にい る有 力 者 との間 に結 ば れ る こ とが 多 く，遠 い アル テ ィプ ラノの 住 民

との間 に結 ばれ る こ とは少 な い。 こ こに お いて 重 要 な の はパ ドリナ ス ゴ で あ り コ ンパ

ドラス ゴ は重 要 性 が相 対 的 に低 い。 この よ うに， 一 口 に擬 制 親 族 と い って も， 洗 礼 を

契機 とす るも の と結婚 を契 機 とす る もの とで は性 格 が大 き く異 な る。

　 アマ レテ の住 民 は オ リヒナ リオ （ｏｒｉｇｉｎａｒｉｏ） とア グ レガ ー ド （ａｇｒｅｇａｄｏ）の ２つ

の カテ ゴ リー に分 け られ て い る。 オ リヒナ リオ は アマ レテ創 設 当時 の住 民 の子 孫 と考

え られ て い る人 々で あ り， アグ レガ ー ドはそ の後 に何 らか の理 由 で それ に付 け加 わ っ

た人 々で あ る。 オ ブ リタ ス （Ｅｎｒｉｑｕｅ　Ｏｂｌｉｔａｓ　Ｐｏｂｌｅｔｅ）は， ア グ レガ ー ドを イ ンカ に

よ って アマ レテ住 民 の一 部 と して編 入 され た人 々及 び そ の後 コ レ ヒ ドール た ち によ っ

て付 け加 え られ た人 々 で あ る と して い る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　ＰｏＢＬＥＴＥ　 １９７８：３１７］。 こ の オ

リヒナ リオ と ア グ レガ ー ドの区 分 は ， ス ペ イ ン征 服 後 の ｒｅｖ１Ｓｌｔａｓ の記 録 に も存在 し

て お り， オ ブ リタ ス に よ れ ば税 の額 は オ リヒナ リオ が ア グ レガ ー ドの ２倍 で あ り， そ

れ につ れて 認 め られ る所 有 地 の面積 も ２倍 で あ った が ，現 在 で は両 者 は混 ざ り合 って

そ の差 が 明確 でな くな り，土 地 の所 有 の権 利 や 税 の支 払 い の義 務 に お いて も差 が無 く

な って い る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　Ｐｏ肌 ＥＴＥ　 ｌ９７８：３１７－３１８］。 ア マ レテ にお い て も現 在 で は両

者 の差 は 日常 の場 面 に お いて は ほ とん どわ か らな い が，万 聖節 （Ｔｏｄｏｓ　Ｓａｎｔｏｓ）にお

い て は ，両 者 の衣 装 が は っ き りと違 い ， い まだ に区 別 が存 在 し続 け て い る。
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２．３． 農 耕 技 術

　アマレテにおいて用いられる農業技術はアンデス東斜面の他の農民社会と基本的に

変わりがない２》。 そのためここでは詳述す るのを避け，簡単にまとめておくに留める

こととする。

　耕地は斜面に石積みを施 して区画された階段状耕地であり，急傾斜地では一枚の農

地の面積は極めて小さい。そのため現在に至るまで， トラクター等の農業機械は言 う

に及ぱず， 牛にひかせる梨ユ ンタ （ｙｕｎｔａ）も用いられていない。 主として用いられ

るのは土をおこすための踏み鋤 （ｔａｃｌｌａ），小型の鍬 （ｒａｕｃａｎａ），土 くれを叩き潰すた

めの木槌状のもの （ｕｓｐｉ）である。

　 アマレテにおいては近接 した区域の耕地においては播種 ・植え付け ・収穫はほぼ同

時に行なわれる。作業日時の明確な指定が行なわれるわけではな く，人々は周囲の様

子を見ながら大体そろって農作業に出掛けるのである。収穫がひとりだけ遅れると刈

り跡放牧の家畜によって農作物が食べられてしまうため，周囲より遅れることは出来

ないのである。

　施肥はジャガイモ耕地においては耕作の前に数回に分けて行なわれる。アルティプ

ラノのアルパカの糞を運んで施すこともあるが，主力となる肥料はヒッジの排泄物で

ある。施肥の時期になるとヒツジを夜，畑で寝かせて施肥を行なうが，家屋に隣接す

る家畜囲いに貯 った家畜の糞を畑に運んで施すこともある。

　 主要作物は，ジャガイモ，オカ， トウモロコシ，オオムギ，コムギ，カラスムギ，

ソラマメ，エンドゥであり，その播種 ・植え付けと収穫時期の対応表を （表 ２）に示

した。

表 ２　 アマ レテ農事暦

作 物 名

ジ ヤガ イ モ

オ カ

ソラマ メ

エ ン ドウ

カ ラス ムギ

オ オ ムギ

コ ムギ

トゥモ ロコ シ

播種 ・植 えつ け

９～ １０ （月 ）

９

１０

１２

１２

１２

１２

１１

収穫

６ （月 ）

７

７

７

７

７

７

７

２） 山本紀 夫のマルカパ タにおける報告などを参照 ［山本　 １９８０：１６１－１６８］。
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３。 ジ ャガ イ モ耕 地 （カパ ナ）

３．１．　 耕地 の高度 に よ る二分

　 アマ レテの 農 地 は ア マ レテ住 民 に よ る区分 法 に従 え ば， ２つ の区 域 に大 別 す る こ と

が で き る。 第 １の 区域 は カパ ナ （ｋａｐａｎａ）， 第 ２の区 域 はバ ホス （ｂａｊｏｓ）ま た は ワホ

ス （ｈｕａｊｏｓ）と呼 ば れ る。 この 区分 の基 本 は， カ パ ナ は 「ジ ャガ イモ の とれ る と こ ろ」，

バ ホ ス は 「トウモ ロ コ シの とれ る と こ ろ」 とい う生 産 物 の相 違 で あ る。 アマ レテ が位

置 す る ア ンデ ス東 斜 面 の生 態 学 的 条 件 にお い て は， ジ ャガ イモ の栽 培 可 能 地 と トウモ

ロ コ シの栽 培 可 能 地 は 高度 に よ っ て分 け られ る。 アマ レテ にお い て は両 耕 作 地 の境 界

が標 高 に よ って 厳 密 に 決 め られて い るわ け で は な いが ， 両 者 の お お まか な境 界高 度 は

約 ３，５００ｍ で あ る。

　 この 「カ パ ナ＝ジ ャガ イ モ」「バ ホス ・トウ モ ロ コ シ」 と い う定 義 は， ア マ レ テの住 民

が カパ ナ とバ ホス を 対比 して定 義 す る ため の理 念 化 され た 表現 で あ り， 現 実 の農 産 物

が この ２種 類 に限 られ るわ け で は な く，両 区域 で ジ ャガ イモ ま た は トウ モ ロ コ シだ け

を栽 培 して い るわ けで もな い 。両 作 物 の他 にカパ ナ で は， オ カ ， イ サ ニ ョ， オユ コ，

オ オ ム ギ ， コム ギ， ソ ラマ メ ， エ ン ドウマ メ等 を栽 培 し， バ ホ ス で は オ オ ム ギ， コ ム

ギ ， ソ ラマ メ ， エ ン ドウ， ラカ ヨテ， ヤ コ ン等 を栽 培 す る。

　 ア マ レテ に お いて は作 物 を連 作 しな い のが基 本 的 なや りか た で あ るの で ， カパ ナで

ジ ャガ イ モ を ， ま たバ ホス で トウモ ロ コ シを 連作 す る こ とはな い。 ジ ャガ イ モ は連 作

を嫌 うの で 当然 と して も， トウモ ロ コ シの連作 は可 能 な はず で あ る。事 実 ， ペ ル ーの

ケ チ ュ ア にお い て は トウモ ロ コ シは連 作 す るの が普 通 で あ る。 しか し， ア マ レテ に お

いて は トウモ ロ コ シ も連 作 され な い 。 そ のた め ， ア マ レテ に お け る トウモ ロコ シ の全

作 物生 産 量 に 占 め る割 合 はペ ル ーの ケ チ ュ ア農 民 と比 較 して 相 対 的 に低 い と推 定 され

る。

　 アマ レテ 住 民 の食 事 内容 を 調 べ て み る と， 食 物 は ひ とつ の農 作 物 に は片 寄 っ て お ら

ず ， ジ ャガ イ モ ， オ カ， トウモ ロ コ シ， ム ギ， マ メ を まん べ ん な く食 べ て い る と言 う

こ とが 出 来 る。調 査 が オ カの 収 穫 か ら 植 えつ けま で の 約 ４カ月 に しか わた って お ら

ず ， 食 事 内 容 の季 節 的変 化 につ いて は不 明 で あ る こ と，及 び調 査 年 は例 年 に な い少 雨

のた め に ジ ャガ イ モ の収 穫 が少 な か った とい う特殊 事 情 が存 在 す る こ との ２つ の理 由

か ら， アマ レテ住 民 の食 事 に しめ る各 農 作 物 の比 率 に つ い て は， 調査 時 の食 事 の状 況

を ア マ レテ にお け る一 般 的 状 況 で あ る とす るの は危 険 で あ る。 しか し，観 察 した 限 り

に お いて は，食 事 に お け るオ カの 比 重 が高 い こ とは確 か で あ り， 後述 の作 物 ロ ー テー
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写真４ 食 事

シ ョ ンのあ り方 か ら考 え て も， ア マ レテ にお け る オ カの 重 要性 を指 摘 す る こ とは 出来

よ う。

　 そ して ま た ，食 事 内容 か らみ て トウモ ロ コ シが アマ レ テの栄 養 摂 取 の大 きな部 分 を

しめ て い る と も考 え に くく，現 在 消 費 され るア ル コール 飲 料 の大 きな部 分 を エ チル ァ

ル コール が 占 め て お り， トウモ ロ コ シか らつ くられ る チ チ ャが殆 ど飲 まれ て いな い こ

と も， トウモ ロ コ シの重 要度 が相 対 的 に低 い ひ とつ の あか しで あ る。

　 オ ォ ム ギ， コム ギ な ど は新 大 陸起 源 の栽 培 作 物 で は な く，外 部 か ら持 ち込 ま れ た も

の で あ る。 そ れ 故 に ，か つ て は アマ レテ に おい て も現 在 よ り多 量 の トウモ ロコ シが栽

培 され て いた 可 能 性 が あ り， そ れ を 肯定 す る イ ンフォ ー マ ン トの 情報 もあ る。 しか し，

アマ レテ の現 状 に基 づ い て言 え ば， アマ レテ住 民 の 意 識 の上 で は カパ ナが ジ ャガ イモ

耕 地 ，バ ホ ス が トウモ ロ コ シ耕 地 とみ な され て い る に もか か わ らず ， 現 実 には農 作 物

の種 類 が多 く，農 業 生 産 が ジ ャガ イ モ と トウモ ロ コ シに集 中 して い な い こ とが アマ レ

テ農 業 の ひ とつ の特 徴 で あ る と言 う こ とが 出来 よ う。

　 ア マ レテに隣 接 す る チ ャ ラサ ニ川 一 帯 にお い て は ドイ ッの 調査 団 に よ る包括 的 な調

査 が行 なわ れ ， そ の成 果 が 刊行 され て い る ［ＧｉｓＢＥＲＴ　ｅｔ　ａｌ． １９８４］。 そ の 中 に短 い も

の で は あ るが カ ア タ に お け る農 耕 に つ い て報 告 した 論 文 が あ る ［Ｍ ＡＮＫＨＥ　 １９８４：

５９－７１］。 この 中 で マ ンケ は カア タ の 標 高 ３，１００ｍ か ら ４，２００　ｍ にわ た る 土 地 を ４

つ の レベル にわ け て い る （表 ３）。 ４，２００ｍ 以 上 の牧 草 地 は農 地 で は な い た め一一一一応 除

外 して考 え る と して （後 述 す る），他 の ３つ の ゾ ー ンを 見 て み る と， ３，９００ｍ～ ４，２００
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表３　 カアタにおける土地利用の高度区分

標 高 利 用

４２００ｍ 以 上

３９００ｍ～ ４２００ｍ

３５００ｍ～ ３９００ｍ

３１００ｍ～ ３５００ｍ

リャマ ・アルパカ飼育

ルキ栽培，牧草地

イモ栽培，休耕時放牧

穀類 ・豆類集約栽培

［Ｍ ＡＮＫＨＥ　 ｌ９８４：６９］

ｍ のル キ栽 培 ゾ ー ンが ３，５００ｍ ～ ３，９００ｍ の イ モ栽 培 ゾー ン と区 分 され て い る。 こ

の ゾ ー ンは寒 冷 で あ るの で， 耐 寒性 は あ るが ア クが 強 い た め凍 結乾 燥 に よ って チ ュー

ニ ョ （ｃｈｕｆｉｏ）や トゥ ンタ （ｔｕｎｔａ）に加 工 す るル キ （ｒｕｋｉ＞と い う種 類 の ジ ャガ イモ し

か栽 培 出来 な いゾ ー ンで あ る３）。 ア マ レテで は これ を ジ ャガ イモ耕 地 と して一 括 して

お り， カ ア タ と アマ レテ は近 接 して い る ため 当然 か も しれ な いが ，基 本 的 に は同 じゾ

ー ン区分 を 持 って い る
。

　 ラパ ス県 カマ チ ョ郡 の ア イマ ラ語 圏 に位 置 す る ア ンバ ナ （Ａｍｂａｎａ）は ， アマ レテ

と同様 にア ンデ ス東 斜 面 にあ る集 落 で あ るが ， そ こに お いて フ ラ ンス の調 査 団 に よ る

総 合 調 査 が行 な わ れ ， そ の成 果 も刊 行 され て い る ［ＩＦＥＡ　 １９８０］。 そ れ に よ る とア

ンバ ナの農 地 は ７つ の カテ ゴ リー に分 類 され て い る が， アマ レテ と の比 較 を す る上 で

関係 して くるの は次 の ３カ テ ゴ リーで あ る。 １． ア イノ カ （ａｙｎｏｋａ）［一 時 的耕 作 区域 ］

（Ｚｏｎａ　ｄｅ　ｌｏｓ　ｃｕｌｔｉｖｏｓ　ｔｅｍｐｏｒａｉｅｓ）， ２．乾 燥畑 セ カ ノ （ｓｅｃａｎｏ）［無灌漑 継続 耕 作 区

域］ （Ｚｏｎａ　ｄｅ　ｃｕｌｔｉｖｏｓ　ｐｅｒｍａｎｅｎｔｅｓ　ｓｉｎ　ｒｉｅｇｏ）， ３． 灌 瀧農 地 レガ デ ィオ ま た は サ ヤ

ニ ャ （ｒｅｇａｄｉｏ－ｓａｙａｆｉａ）［灌 瀧 耕 作 区域 ］（Ｚｏｎａ　ｄｅ　ｃｕｌｔｉｖｏｓ　ｃｏｎ　ｒｉｅｇｏ）。 そ の他 の ４つ

は高原 の ブ ナ， 家 屋 に隣…接 す る野 菜 畑 ，標 高 １，８００ｍ か ら ２，８００　ｍ の 間 の半乾 燥 畑

と標 高 １，７００ｍ に あ る湿 潤 耕作 地 で あ る。 アイ ノカ は 標 高 ３，５００　ｍ か ら ４，３００ｍ

の間 ， セ カ ノ は標 高 ２，８００ｍ か ら ３，８５０ｍ の 間 ， レガ デ ィオ は 標 高 ２，８００ｍ か ら

３，５００ｍ の 間 に展 開 す る農 地 で あ る ［ＩＦＥＡ 　ｌ９８０：１３２－１３６］。 灌瀧 農 地 と 非 灌瀧

農地 が区 分 され て い る点 に ア マ レテ との相 違 点 があ るが ，後 に詳述 す る よ うにセ カ ノ

と レガ デ ィオ を 一括 して考 え る と，上 下 に農 耕 ゾ ー ンが二 分 され て い る とい う構図 は

共 通 して い る。

　 ３．　２．　 カ パ ナ に お け る 作 物 ロ ー テ ー シ ョ ン

　 ァ マ レテの ジ ャガ イ モ耕 地 は ７つ の単 位 に分割 され て い る。 これ を， イ ン フォ ー マ

３）凍結乾燥イモについて は，［山本 　１９７６］を参照。
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ン トは 「７つ の カパ ナが あ る」 と表 現 す る。 この ７つ の カパ ナ は，農 作 物 の ロ ーテ ー

シ ゴンの 単位 で あ り， ひ とつ の カパ ナ にお い て は あ る作 物 を １年 しか作 らな い。 あ る

年 にひ とつ の カパ ナ で ジ ャガ イ モを 作 る と翌 年 そ こで は オ カ を作 り ジ ャガ イ モ は次 の

カパ ナで つ くる。 この よ う に して毎 年 各 作 物 の 耕作 地 を移 動 させ て ゆ き， ７年 で ロ ー

テ ー シ ョンの サ イ クル は １回転 す る こと にな る。 ひ とつ の カパ ナで 栽 培す る こと ので

き る作 物 の 種 類 は ア マ レテ全 体 で 決 ま っ て お り， あ る年 に ひ とつ の カパ ナ で栽 培 され

る作 物 の種 類 は ひ とつ に限定 され る。 作 物 の ロ ーテ ー シ ョ ンは アマ レテの集 落 全 体 で

共 同 規 制 され て い る ので あ る。

　 イ ンフ ォ ーマ ン トに ひ とつ の カパ ナ に お いて 栽 培 され る農作 物 の順 序 を尋 ね る と，

即 座 に ｐａｐａ （ジ ャガ イ モ）・ｏｃａ（オ カ）・ｃｅｂａｄａ （オ オ ム ギ）・ｈａｂａ （ソ ラマ メ） と

い う答 え が返 って来 る。 これ が イ ン フォ ー マ ン トに よ って 明 確 に 意識 され た カパ ナ に

お け る作 物 ロー テ ー シ ョンの順 序 で あ る 。しか しカパ ナ は標 高 ３，５００ｍ か ら ４，１００ｍ

の 間 に広 が る土 地 で あ り， そ の環 境 条 倖 は一 様 で は な い。 例 え ば， 標 高 ４，０００ｍ を

超 え る土 地 で は ジ ャガ イ モ しか栽 培 す る こ とが で き な い。 しか も ジ ャガ イモ とい って

もア マ レテ に お いて 知 られ て い るす べ て の種 類 を栽 培 出来 るわ けで は な く，ル 手 しか

栽 培 で きな い の で あ る。 そ の た め そ の よ うな 高 地 で は ， ４種 の 作 物 に よ る ロ ー テー

シ ョンは不 可 能 で あ り， ル キを １年 栽 培 した の ち ６年 休耕 す る こと に な る。 ま た ，

３，５００ｍ に近 い比 較 的 気 候 が 温 暖 な とこ ろで は， ソ ラマ メ の あ とに も う １度 オ オ ムギ

を 植 え る こ と も可 能 で あ る。 そ の た め こ の よ うな 場所 で は ， ５年 耕 作 して ２年 休 耕 と

写真５　オ カ の 植 え 付 け
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い う シス テ ム が と られ る こ とに な る。

　 ま た 作 物 の種 類 も上 記 の ４種類 に 限 られ な い。 オオ ムギ の 代 わ りに コ ムギ （ｔｒｉｇｏ）

を ， ま た ソ ラマ メ の代 わ りに エ ン ドウ （ａｒｖｅｊ　ａ）が植 え られ る こ と も少 な くな い 。 オ

オ ム ギ と ソ ラマ メ の名 を 挙 げ るの は，具 体 的 にオ オ ムギ ・ソ ラマ メ を個 別 に指 して 言

って い る と い うよ り， 総 称 と して の ム ギ ・マ メを 意 味 して い る と解 釈 す る のが 正 しい

で あ ろ う。 ひ とつ の カパ ナで は １種 類 の作 物 しか 栽 培 で きな い と前 述 した が ， オ オ ム

ギ と コム ギ， エ ン ドウ と ソ ラマ メが そ れ故 に １つ の カパ ナ に 同時 に植 え られ る例 は し

ば しば み られ る。

　 この ７つ の カパ ナ には 固有 の 名称 は存 在 しな い。 アマ レテ の谷 の各 地 点 は そ の地 形

上 の 特徴 な ど に よ って 名前 が つ け られ て お り，各 々 の カパ ナ は そ の中 に含 ま れ る地 点

の 名 称 の うち のひ とつ によ って代 表 され る。 しか し， どの 地点 名 を用 い るか に つ い て

アマ レテ全 体 の共 通 認 識 は存 在 しな い ため ， イ ン フォ ー マ ン トは 自分 が 畑 を 持 って い

る地 点 の 名称 を用 い て カパ ナ を代 表 させ る傾 向 が み られ る。 た だ ， イ ンフ ォ ーマ ン ト

が 挙 げ るカパ ナ の 名称 に は， ひ とつ の カパ ナ の 中 に あ る１０以 上 の 名称 す べ て が 登場 す

るわ けで はな い の で ， イ ンフ ォ ーマ ン トの間 で も カパ ナ を代 表 させ るに た る地 点 名 と

そ うで ない もの の 区別 は存在 す る もの と思 わ れ る。

　 多 くの イ ン フォ ー マ ン トが 挙 げ た各 カパ ナの代 表 名称 は ， Ｌ Ｐｕｕｓａｎｉ，２．　Ｐｈｕｒｕａ，

３．Ｍ ｕｒｕｃｈａｋａ，４．　Ｊｕｔ’ｉｔａ，５．　Ｋｏｏｐａｍ ｐａ，６・ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａ，７・ｓｕｋａ，の ７つ で あ

るが ，Ｐｕｕｓａｎｉの代 わ り に Ｑｅｙａｒｏｗｉｔｉ，　Ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａ の代 わ り｝Ｃ　Ｍ ｉｍｉｌｏｎｉ，そ し

て Ｋｏｏｐａｍ ｐａ の代 わ りに Ｊｕｕｃｈａｔｉとい う名称 も しば しば用 い られ た。 この ７つ の

カパ ナ の ロ ー テ ー シ ョンの順 序 は伝 統 的 に 決 ま って お り，変 更 され る こ とは な い。 ひ

とつ の カパ ナ で ４年 耕 作 す る場 合 の ロー テ ー シ ョ ンに お け る播 種 ・植 え付 け され た年

度 と作 物 の対 応 表 は次 の とお りで あ る （表 ４）。

表 ４　 アマ レテにおけるカパナ ・年度別播種作物 対応表

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7

papa

 baba 

cebada 

oca

oca 

papa

haba 

cebada

cebada 

oca 

papa

 haba

haba 

cebada 

oca 

papa

haba 

cebada 

oca 

papa

haba 

cebada 

oca 

papa

haba 

cebada 

oca 

papa

1. Phurua 2. Puusani 3. Muruchaka 4. Jut'ita 
5.  Chiriaruwaya 6. Koopampa 7. Suka
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　 「カパ ナ の ロ ーテ ー シ ョ ンの順 序 は 決 ま って い る」 とイ ンフ ォ ーマ ン トは断 言 し，

「ア マ レテの す べ て の成 人 はそ れ を知 って い る」 とい うけれ ど も，実 際 に その順 序 を

尋 ね る と，．周 囲 に相 談 した り， ６つ しか挙 げ なか った り，混 乱 が生 じ る。 我 々の 調 査

年 １９８３年 に ジ ャガ イ モを 植 え つ け る予定 で あ った の が Ｊｕｔ’ｉｔａ で あ る点 お よ び， １９８２

年 に植 え つ けた の が Ｍ ｕｒｕｃｈａｋａ で あ った 点 に つ いて は イ ンフ ォー マ ン トの 言 明 に

混 乱 は なか った が ， もっ と も混 乱 した の は Ｊｕｔ’ｉｔａ の次 が Ｋ ｏｏｐａｍｐａで あ るか ， は

た ま た Ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａ で あ るか と い う点 で あ る。 この 点 に関 して は ， 多 くの イ ンフ

ォ ー マ ン トに よ る情 報 を つ き合 わせ た結 果 で 言 う と Ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａが正 しい よ うであ

るが， 両 カパ ナ は 調査 当時休 耕 して お り， は っ き りと した イ メ ー ジが な か ったの か も

しれ な い。

　 現 在 の アマ レテ に お いて ， ロー テ ー シ ョ ンは何 らか の機 構 によ って 目 に見 え る形 で

規 制 を 受 け て い るわ けで はな く， ど この カパ ナ に播種 す るか は暗 黙 の了 解 事 項 な の で

あ る。 ま た ， い つ 播種 を 開始 す るか， 収 穫 を 終 え るか につ いて も コ ン トロール す る役

職 が あ るわ け で は な く， これ ま た暗 黙 の了 解 によ って 決 ま って い る。 カパ ナ の ロ ーテ

ー シ ョ ンの順 序 が 口頭 で は っ き り答 え られ な い とい う事 実 の蔭 に は
， どの カパ ナ の次

に どの カパ ナ とい った機械 的 な形 で は 日常 考 え ず ， もっ と実 際 の農 作 業 の手 順 にそ っ

た形 で しか ロー テ ー シ ョンが 考 え られて い な い とい う事 情 が存 す るの か も しれ な い。

　 アマ レテ が位 置す る谷 にあ るカパ ナ適 地 はそ の殆 ど が アマ レテ に属 し， チ ャカ ワヤ ，

ホ タオ コ， ア テ ィキな どの集 落 はジ ャガ イモ 耕 作 に適 す る土 地 の一 部 を保 有 して い る

写真 ６ サ ピ ・サ イ ワ ニ の 谷
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にす ぎな い。 谷 底 か ら各 集 落 の所 在 地 の直 下 ま で アマ レテ の保 有 地 が広 が り，各 集 落

は自 らの集 落 の 周 辺 お よ び上 部 を 保 有 す る に留 ま る。 ア マ レテ に近 接 す る チ ャカ ワヤ

は カパ ナ の ローテ ー シ ョ ンも アマ レテ と共 通 して い るが ， ホ タオ コ， ア テ ィキ は全 く

独 立 した ロー テー シ ョン ・シス テ ムを 持 って い る。 ま た ，隣 の谷 にあ るワ ト， サ ピ，

サ イ ワニ は ア マ レテ とは土 地 保 有 の面 で は独 立 して お り， 標 高 ３，８００ｍ に位 置 す る

サ イ ワニ と， 標 高 ３，０００ｍ の サ ピは ひ とつ の谷 の 耕 地 を上 部 か ら下部 ま で共 同 で保

有 し，利 用 して い る。 しか しこ の谷 は幅 が ア マ レテ の谷 と比 べ て非 常 に狭 い上 ，岩 が

多 く耕 地面 積 は少 な い。 農地 と して 使 わ れ る部 分 が少 な くしか も人 Ｐが少 な いた め ，

ア マ レテの谷 に お いて はユ ー カ リを除 くと緑 が乏 しいの に比 べ て， サ ピ ・サ イ ワニ の

谷 は低 木等 の緑 が豊 か で あ る。集 落 の戸 数 もサ イ ワ ニ が約４０戸 ， サ ピは１０戸 と少 な い 。

標 高 が ４，０００ｍ を超 え る ワ トにつ い て は 調 査 して いな い た め その 農 地 の 利用 につ い

て は不 明 で あ る。

　 カ アタ にお い て は， ３，９００ｍ 以 上 の耕 地 にお い て は，ル キの み が栽 培 され そ の収 穫

後 は少 な くと も ８年 間 休 耕 す る。 そ して その 間 は 家 畜 の放 牧 に用 い られ る。放 牧 さ れ

る家 畜 に は リャマ ， アル パ カ もあ るが ， 最 も多 いの は ヒッ ジ で あ る。 ３，５００ｍ か ら

３，９００ｍ の間 で は ， アマ レテ と 同 様 に ７つ の カパ ナの 区 分 に 基 づ く ロー テ ー シ ヨン

が行 なわ れ て い る。 作 物 ロー テ ー シ ョ ンは ジ ャガ イ モ ・オ カ ・オ オ ム ギ の順序 で あ る

が ，斜 面 の向 きや 土壌 の条 件 によ って は オ カ とオ オ ムギ の間 にパ パ リサ （オユ コ） が

植 え られ る 。休 耕期 間 は ３～ ４年 間 とい う こ と にな る。 そ して ， この休 耕 の期 間 とあ

る年 に栽 培 さ れ る作 物 の種 類 は集 落 全体 に よ って 規 制 され て い る ［Ｍ ＡＮＫＨＥ　 １９８４：

６７－６８］。

　 ア ンバ ナ に お いて は， カパ ナ に対 応 す る の は ア イ ノカ で あ る。 セ カ ノ と レガ デ ィオ

に おい て は休 耕 が 行 な わ れ な い の に対 して ， ア イ ノ カ にお い て は標 高 や 土壌 な ど の条

件 に よ って期 間 は異 な る もの の，必 ず 休 耕 が行 な わ れ る。 ＩＦＥＡ に よ る と休耕 期 間 の

決 定 に様 々な条 件 が あ り， ア イ ノ カ に おけ る ロ・一一テ ー シ ョンを ６つ の タ イ プに分 類 し

て い る。 １． ジ ャガ イ モ ・オ カ ・カ ラス ム ギ （ａｖｅｎａ）・１５～ ２０年 休耕 ，２． ジ ャガ イ モ

・オ カ ・カ ラス ム ギ ・７～１２年 休 耕
， ３． ジ ャガ イ モ ・オ カ ・ソ ラマ メ ・カ ラス ムギ

・８～ １０年 休耕 ， ４． ジ ャガ イ モ ・オ カ ・オ オ ム ギ ・ソ ラマ メ ・カ ラ ス ム ギ ま た は ジ

ャガ イモ ・オ カ ・キ ヌ ア ・ソ ラマ メ ・オオ ムギ に ６～ ７年 休 耕 ， ５． ジ ャガ イモ ・オ

カ ・ソラマ メ ・オ オ ム ギ ・エ ン ドウ ・カ ラス ム ギ ・６年 休 耕 ， ６． ジ ャガ イモ ・オ カ ・

ソ ラマ メ ・コム ギ ・エ ン ドウ ・オ オ ム ギ ・カ ラス ム ギ ・５年 休 耕 ， の ６タ イ プ で あ る。

日照 や土 地 の 傾斜 等 に よ って 影響 を受 け るが 基 本 的 に は タ イ プ １が も っ と も標 高 の高
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表 ５　 ア ンバナのアイノカにおける休耕期間

標 高 休 耕 年 数

４１００～ ４３００ｍ

３９００～ ４１００ｍ

３７５０～ ３９００ｍ

３６５ｄ～３７５０ｍ

３５５０～ ３６５０ｍ

１５～２０年

９～ １２年

７～ １０年

６～ ８年

５～ ６年

［ＩＦＥＡ 　 １９８０：１４３］

い農 地 に お け る ロー テ ー シ ョ ン， タ イ プ ６が も っ と も標 高 の 低 い 農地 に お け る ロー テ

ー シ ョ ンで あ る。 ア ンバ ナ に お け る休 耕 の年 数 と農 地 の標 高 との 対 応 関係 を表 に した

もの が （表 ５） で あ る。

　 ア ンバ ナ の谷 の上 部 の各 集 落 に おい て は集 落 全 体 で ロー テ ー シ ョ ンの期 間 が１２年 と

決 め られ て お り， アイ ノ カ の土 地 は１２の 区画 に分 け られ て い る。 ロー テ ー シ ョ ンの休

耕期 間 は そ の集 落 全体 の規 制 に よ って 決 め られ る ので あ る。 それ に対 して ， そ れ以 外

の 集 落 に お いて は この よ うな規 制 はな く，休 耕 期 間 は標 高 ・日照 ・土壌 ・傾 斜 な ど の

条 件 に よ って のみ 決定 され る ［ＩＦＥＡ　 ｌ９８０：１３６－１４５］。

　 こ こで言 わ れて い る上部 の集 落 に属 す る耕 地 の標 高 や そ の他 の条 件 が 不 明 な た め ，

アマ レテ や カ ア タ に お け る ７区画 とア ンバ ナ に お け る１２区画 の差 が もつ 意 味 は わ か ら

ない が ， ア ンバ ナ に お いて は下 部 の農 耕適 地 に はか つ て広 くア シエ ンダ が展 開 して い

た こ とを考 え る と， 集 落全 体 に よ って コ ン トロ ール され かつ また サ イ クル の年 数 が は

っき り きま って い る ロ ー テ ー シ ョ ン ・シ ステ ム が よ り伝 統 的 な姿 を残 して い る との推

定 が成 り立 つか も しれ な い 。

３．　３． 大 カ パ ナ と 小 カ パ ナ

　 アマ レテの ７つ の カパ ナ は各 々だ い た い一 箇所 に ま と ま って い る。 しか し， カパ ナ

同士 を 比 べ て み る とそ の生 態 学 的 な条 件 は同 じで は な く， ま た面 積 も同 じで は な い。

この ため 各 カパ ナ で生 産 さ れ る農作 物 の収 穫 高 にば らつ きが 出 る可能 性 が あ る。 この

問題 を解 決 しな い こ とに は毎 年 各 作物 の収 穫 量 を 一定 にす る こ と はで きず ， アマ レテ

全 体 の経 済 も安 定 しな い こ とに な る。 この問 題 は， 離 れ た土 地 を ひ とつ の カパ ナ と し

て ま とめ る こ とに よ って解 決 され て い る とみ られ る。例 え ば ，８３年 に ジ ャガ イモ を 植

え付 け る予 定 で あ った カパ ナ Ｊｕｔ’ｉｔａ は単 独 で は ひ とつ の カパ ナ と して土 地 が狭 す ぎ

る とア マ レテの 人 々は 考 えて い る。 そ の ため ， 十 分 な広 さを 確 保 す るた め に 対 岸 の

Ｕｍａｎａｔａ，　Ｃｈｏｊｒａｙａ の 二 箇所 の土 地 を加 え て ひ とつ の カパ ナ と して い るの で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　６３
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　 この 離 れ た カパ ナに統 合 され る 土 地 を イ ンフ ォ ーマ ン トた ち は 「カパ ナ の ｙａｐａ

（お ま け）」 と表 現 した 。 イ ンフ ォーマ ン トた ち は カパ ナに は皆 ｙａｐａが あ る と述 べ る

ので あ るが ， ど の土 地 が ど の カパ ナの ｙａｐａ な のか 明 確 に答 え られ る イ ン フ ォー マ ン

トは見 つ か らな か った 。 Ｕｍａｎａｔａ，　Ｃｈｏｊｒａｙａ に つ い て はす べ て の イ ンフ ォ ーマ ン ト

が Ｊｕｔ’ｉｔａ の ｙａｐａ で あ る と即 座 に答 え る の で あ るが ，　Ｊｕｔ’ｉｔａ以 外 の カパ ナ に つ い

て は ， この付 け加 え られ る土 地 が ど こ にあ るの か な い のか ， 各 イ ン フォ ーマ ン トに共

通 した は っ き り した解 答 は得 られ な か った 。 イ ン フォ ーマ ン トの 回答 の 中 に現 わ れ た

ｙａｐａ は Ｌｌｕｌｌｕｓｐａｍｐａ，　Ｙａｎａｐａｒａ，　Ａｐａｃｈｅｔａ，巧ｉｍａｓａｍ ａｎａ，　Ｌｌｏｋｅｓｐａｙａ の五 箇

所 で あ る。 これ らの土 地 は アマ レテ の集 落 か ら谷 の左 岸 を下 流 へ とむ か い カパ ナの通

常 の範 囲 が 終 わ った先 に あ る。

　 この五 箇 所 だ け で は Ｊｕｔ’ｉｔａ以 外 の す べ て の カパ ナ の ｙａｐａ と して は不 足 で あ る。

ま た そ の こと につ い て は 知 らな い と 答 え た イ ンフ ォ ーマ ン トに そ の 理 由 を尋 ね る と

「自分 は そ こ に土 地 を持 って お らず ， そ こ の土 地 を持 って い る の は村 の 中 で も ほん の

少 数 で あ る か らだ 」 と答 え た。 これ は ，前 述 した カパ ナの ロー テ ー シ ョンの順 序 が あ

や ふ や な の と同 様 の状 況 で あ る。 自 らの個 人 的 な 部分 以 外 の カパ ナ に関 す る一 般 的 状

況 につ い て は， シ ンデ ィカ ー トの メ ンバ ー は別 と して一 般 の アマ レテの人 々 は関 心 が

な い と考 え るべ きな の で あ ろ うか。 筆 者 に は まだ 納 得 で きな い部 分 が 残 る。

　 カパ ナの ｙａｐａに つ い て は実 証 す る資 料 が 不足 して お り， また この よ うな 土地 は面

積 も狭 く土地 所 有 者 が 数 少 な い た め， これ らの土 地 が アマ レテ全 体 の カパ ナ面 積 の均

一 化 ・収 穫 量 の 安定 化 に どれ だ け 役 だ って い るの か ，現 在 の時 点 で確 言 す る こ とは で

きな い。 しか し， イ ンフ ォーマ ン トの意 識 にお い て カパ ナ に ｙａｐａ（ｃｈｉｋｉと呼 ばれ る

こ と もあ る） が あ る と考 え られ て い る こ と は， 現在 で は有 効 に機能 して い るか 否 か疑

問 で あ る と して も過去 の何 らか の 時点 で は この よ うな土 地 の組 み 合 わせ が存 在 し， か

つ ま た機 能 した の で は な いか と推測 させ る。

　 カ パ ナ の ｙａｐａ とさ れ て い る土 地 が すべ て ７カ パ ナ の領 域 か ら外 れ た地 点 に あ る と

い う こ とは ，別 の推測 を生 み 出す 。 そ れ は ， これ らの 土地 が本 来 は カパ ナ の シス テ ム

に含 まれ て い な か った新 開地 で あ り， 後 に な って カパ ナの シス テ ム の 中 に取 り込 ま れ

た ので は な い か とい う もの で あ る。 これ は 単 な る憶 測 であ って 実 は た い した根 拠 は な

い のだ が ，敢 て この よ うな 推測 を して み た くな る背 後 に は カパ ナ が歴 史 的 に見 て変 化

して い る こ とを 思 わせ る情 報 が あ る ので あ る。 それ は， か つ て は カパ ナ で あ った が現

在 で はそ うで は な い と言 わ れ る土 地 の 存在 で あ る。

　 ア マ レテ河 の 右岸 に は， 現在 は耕 地 と して使 わ れ て い な い土 地 が あ る。 そ こ には か
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つ て谷 の 上 流 か ら引 い た灌漑 用 水 が流 れ て い た とい う言 い伝 え が あ り， ア マ レテ の集

落 か らみ る と確 か に斜 面 を水 平 に走 る横線 が見 え る ので あ るが ， そ こま で上 っ てみ て

もそ の存在 を 確認 す る こ とは で きなか った 。 そ の土 地 は急 峻 な斜 面 で あ り，岩 だ らけ

で もあ って耕 地 と して あま り適 して い る とは い い難 く， 現 在 で は ヒ ッ ジの放 牧 地 と し

て使 わ れ て い る の みで あ る。 しか し， 多少 崩 れ て い る と はい え石 積 み も残 って お り，

高 度 か ら言 え ば か つ て は カパ ナ の 中 に含 ま れ て い た で あ ろ う と想 像 で きる土 地 で あ る。

イ ンフ ォ ーマ ン トは そ の土地 が かつ て カパ ナ に含 ま れ て いた が ， そ れ が ど の カパ ナ に

含 まれ て い た か につ いて は知 らな い と述 べ た。 ま た Ｕｍ ａｎａｔａ の先 に もカパ ナ に 含

ま れ るべ き土 地 は存 在 し， イ ン フォ ー マ ン トによ って は かつ て はそ こは カパ ナ で あ っ

た が ，現 在 で は違 うと語 られ て い る。

　 ま た ， ウ ニ ャ ・カパ ナ （小 カパ ナ） （ｕｎａ　ｋａｐａｎａ）と呼 ば れ る カ テ ゴ リーの 土 地 が ，

現 在 の アマ レテ全 体 の カパ ナの統 一 を乱 して い る。 これ と対 比 す る際 に は ，前 記 の ７

つ の カパ ナ は ハ トゥ ン ・カパ ナ （大 カパ ナ）（ｊａｔｕｎ　ｋａｐａｎａ＞と呼 ば れ る。 この ウニ

ャ ・カパ ナ は確 認 した とこ ろで は二 箇 所 あ る。 一箇 所 は谷 の左 岸 の 最下 流 に位 置 し，

隣…の集 落 イ ンカ との境 界 線 に 近 い アパ チ ェタ （Ａｐａｃｈｅｔａ） で あ る。 も う一 箇 所 は

Ｕｍａｎａｔａの先 ， も うア テ ィ キに近 い地 点 に あ る コ ロラ ヤ （Ｋｏｒｏｒａｙａ）で あ る 。 この

ふ た つ と も， ハ トゥ ン ・カパ ナ と同 じ く土 地 の ロー テ ー シ ョ ンを 行 な うけ れ ど も， そ

の ロー テ ー シ ョ ンは ア マ レテ全 体 の規 制 か らはず れ独 立 して行 な わ れ て い る。 この ロ

ー テー シ ョ ン ・シス テ ム の詳 細 は未 だ不 明で あ るが
，二 箇 所 と もひ とつ の 家族 の所 有

す る土地 で あ り， ロ ー テー シ ョ ンはそ の家 族 が独 自で コ ン トロール し て い る の で あ

る。

　 この ウニ ャ ・カパ ナ もど の よ うな 歴史 的経 過 を た ど って形 成 され た の か は 不 明 で あ

る が， 現在 存 在 す る カパ ナ の シス テ ムが か な りの歴 史 的 変遷 を た ど って 来 て い るの で

は な いか と推 測 させ る存在 で あ る。

４．　 トウ モ ロ コシ耕 地 （バ ホ ス） お よび その他 の耕 地

４．１． バ ホ ス

　バ ボ ス は前述 した よ うに アマ レテ の人 々の定 義 で は トウモ ロ コ シ耕 地 で あ る。 しか

し トウモ ロ コ シの連 作 は行 な わ れ ず ， カパ ナ と同様 に作 物 の ロー テ ー シ ョ ンが 行 なわ

れ る。 バ ホ スが カパ ナ と根 本 的 に異 な る点 は， 「ジ ャガ イ モ ・オ カ の代 わ りに トウモ

ロ コ シを栽 培 す る」「休耕 しな い」の ２点 で あ る。 バ ホ ス で栽 培 され る作 物 は トウモ ロ
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写 真 ７ Ｕｍａｎａｔａ 下 部

コ シ， オ ォ ム ギ， コ ムギ ， ソ ラマ メ， エ ン ドゥが主 た る もの で あ るが ， ア テ ィキ お よ

びそ の 下方 の土 地 で は， ヤ コ ンや ラ カ ヨテ な ど も栽 培 され て い る。

　 作 物 の ロ ーテ ー シ ョ ンはカパ ナ と違 って ア マ レテ全 体 で コ ン トロール され て お らず ，

農 地 の所 有 者 の 自 由 に まか され て い る。 何 を何 処 に植 え るか は基 本 的 に は個 人 の 裁量

に よ るわ けで あ る。 しか し， ロー テ ー シ ョンの 中 で の作 物 の順 序 は大 体 決 ま って い る。

なぜ な ら， 作 物 に よ って 土 地 を疲 弊 させ る度 合 い は異 な り， 地 力 の有 効 利 用 の た め に

望 ま しい作 物 ロー テ ー シ ョ ンが ア マ レテ住 民 の共 通 知 識 とな って い るか らで あ る。

　 ア マ レテ の住民 は ム ギ が土 地 の栄 養 分 を多 量 に奪 うこ と と， マ メ が土 地 に栄 養 分 を

与 え る こと を認 識 して い る。 そ の た め ， ム ギの 後 に は必 ず マ メを 植 え るよ うに作 物 ロ

ーテ ー シ ョ ンを組 ん で い る。 また ， 他 の作 物 と ソ ラマ メ を混 植 す る こ と も しば しば行

な わ れ て い る。 この 結 果 しば しば行 な わ れ る作 物 ロ ーテ ー シ ョ ンは トウモ ロ コ シ ・オ

オ ム ギ ・ソ ラマ メ ・コ ム ギ ・エ ン ドウとい った形 にな るが ，何 年 で ローテ ー シ ョ ンが

一 巡 す るか な ど は決 ま って い な い。

　 アマ レテ の人 々 がバ ホス に持 つ 土 地 は一箇 所 に集 中 して お らず ，谷 の 両 側 の 様 々な
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区 域 に分 散 して 耕 地 を所 有 して い る例 が多 い。 そ の た め ，収 穫 の 際 に は広 い地 域 に ち

らば った農 地 に時期 を変 えて収 穫 に 出掛 け る こ とに な る。 その 意 味 で は労 働 生 産 性 は

低 い と考 え られ るが ，谷 の両 側 で は土 地 の条 件 や気 候 条 件 も微 妙 に異 な り，ま た 同 じ

側 で も標 高 が 異 な れ ば条 件 は様 々で あ る。 その た め ，農 地 が一 箇 所 に集 中 して い る よ

りは分 散 して い る方 が ，不 作 に見舞 わ れ た時 に大 きな被 害 を免 れ る可 能 性 が高 い と考

え られ る。

　 カ アタ に お いて は ， ア マ レテ のバ ホ ス に あた るカ テ ゴ リー はバ ヒオ （ｂａｊ　ｉｏ）で あ る。

バ ホス もバ ヒオ もス ペ イ ン語 で あ り， バ ホ ス は 「低 い」，バ ヒオ は 「低 地 」を意 味 す る。

アマ レテ に お いて この バ ホ ス ま た はバ ヒオ に代 わ るケ チ ュア語 の名 称 を い ろ い ろ探 し

て み た が ，つ い に見 い だ せ な か った 。 これ は， 環 境 区 分 で ブ ナ， ユ ンガ とい う語 は 出

て 来 るの に， ス ニ （ハ ル カ）， キチ ュデ とい う語 は つ い に聞 くこ とが 出来 ず ， バ イ エ

（ｖａｌｌｅ　＝谷 ） と い うス ペ イ ン語 しか イ ン フ ォー マ ン トの 口か ら 発 せ ら れ な か った の

と同様 で あ る。

　 カ ア タ に お いて は ，３，１００ｍ か ら ３，５００ｍ の 領域 が バ ヒオで あ り， 作 物 ロー テ ー

シ ョンは， トウモ ロ コ シ ・コム ギ ・エ ン ドウま た は ソ ラマ メで あ り， そ の後 農 地 の条

件 によ って は オ オ ム ギ が栽 培 され る ［Ｍ ＡＮＫＨＥ　 １９８４：６８］。 こ の作 物 ロー一一テ ー シ ョ

ンの順 序 は アマ レテ と基 本 的 に変 わ らな い。

　 ア ンバ ナ に お いて は ，休 耕 しない農 地 は灌漑 され て い るか ど うか によ って， セ カ ノ

と レガ デ ィオ にわ け られ て い るわ け で あ るが， レガ デ ィオ は狭 い範 囲 に しか存 在 しな

い （レガ デ ィ オ につ いて は ミ リの項 （４．３） で再 びふ れ る）。 セ カ ノの 作物 ロー テ ー シ

ョ ンはふ たつ に大 き く分 け られて い る。 まず その 第 一 の もの は，標 高 ３，５５０ｍ か ら

３，６５０ｍ の範 囲 の農 地 に お け る もの で あ る。 この土 地 は本来 な らア イ ノカ に分 類 さ れ

るべ き農 地 で あ るが ，傾 斜 が ゆ るや か で あ り， か つ ま た ア ンバ ナ の集 落 に近 接 して い

るた め ，施 肥 な ど農 地 の手 入 れ を頻 繁 に行 な うこ とが 出来 る た め に， 休耕 しな い農 地

と な って い る ので あ る。 この土 地 にお け る ロー テ ー シ ョンは ， ジ ャガ イモ ・オ カ ・ソ

ラマ メ ・オ オ ム ギ ・カ ラス ム ギ ・エ ン ドウ とい う順 序 に な って い る。

　 上 記 の もの は セ カ ノ と して は あ くま で例 外 で あ り， セカ ノ の作 物 ロ ーテ ー シ ョ ン と

して は第 二 の タ イ プが 本来 の もので あ る。 ア ンバ ナ にお い て は同 一 作 物 の連 作 も行 な

わ れ ，地 味 が落 ち た と感 じられ る まで 連作 が続 け られ る こ とが あ る。 トウモ ロ コ シな

ど は１２年 間連 続 で栽 培 さ れ る こ とも あ る とい う。 しか し， これ を一 応 除 外 して セ カ ノ

の作 物 ロー テ ー シ ョ ンと農 地 の標 高 の 関係 を表 に した もの が （表 ６） で あ る。

６７



国立民族学博物館研究報告　　１０巻１号

表 ６　 ア ンバ ナ の セ カノ にお け る作 物 ロー テー シ ョン

タイプ 標 高 ロ ー テ ー シ ョ ン

１

２

３

４

５

６

７

８

３４５０～ ３５５０ｍ

３４５０～ ３５５０ｍ

３２５０～ ３４５０ｍ

３２５０～ ３４５０ｍ

２９００～ ３２５０ｍ

２９００～ ３２５０ｍ

２９００～ ３０００ｍ

２５００～ ２８５０ｍ

 cebada-arveja-haba 

 maiz-haba-  cebada 
 maiz-arveja  ( 2 )-trigo-cebada 

 arvej  a  -trigo-cebada 

maiz-trigo 

trigo-cebada 

trigo 
tuna

［ＩＦＥＡ　 １９８０：１４８］を一 部 改 変

４．２． 放 牧 地

　アマ レテの住民は リャマ，アルパカを所有 しておらず，チャカワヤの住民の中には

リャマを所有 しているものもあるが，頭数は決して多 くはない。収穫物等の運搬に使

用されるのは主としてウマ，ラバ，ロバであるが，乾季に牧草が不足 した時にウマは

耐久性に乏 しいため数は少なく，ラバとロバがアマレテにおいて用いられる荷駄獣の

中心となっている。

　 これらの家畜は必要時以外には放牧に出される。放牧地はアマ レテからサイワニに

向かう道沿いの山腹やビスカチャニ上方の山腹である。村人は放牧地の近 くまで家畜

を連れて行 き放置する。その後は時々様子を見に行 くだけで，特に家畜の世話をする

ことはない。収穫期に農地から家まで収穫物を運搬する際や，遠隔地に交易に出掛け

る時には持ち主は家畜を放牧地に探 しに出掛け，家に連れ帰る。

　 ウシもウマやロバと同様にアティキ方面に放牧 される。ウシは農耕用には使われる

ことはなく，守護聖人の祭の一環として行なわれる闘牛に用いられる他は余り利用さ

れていない。 標高 ３，０００ｍ のサピでは， ウシか らミルクを絞りチーズに加工 してい

るが，アマレテにおいてはウシは放牧地に放置されているため，牛乳はほとんど利用

されていない。家畜といってもロバやラバと違ってウシは労働に使用したりヒッジ，

アルパカのように毛や肉を利用 したりするものというより，財産として所有 しておく

もののようである。

　荷駄獣の他にアマ レテにおいて最も重要な家畜はヒッジである。 ヒッジは羊毛をと

るため及び耕地に施肥をするために飼育されている。荷駄獣のように放置されること

はな く，施肥の期間を除いては，毎日家と放牧地を往復する。羊のために決められた

特別な放牧地はなく，収穫終了後に短期間行なわれる耕作地の刈り跡放牧の期間以外

６８



木 村　 ボ リビア北西部 ・ア ンデス東斜面のケチ ュア農村 にお ける環境 利用

は，標高の高い非耕作地や休耕地が放牧地となっている。アマレテは一般に草地が不

足気味であり，前年からの雨季に雨がす くなかった１９８３年には，ヒッジが牧草の不足

と寒さのために数多 く死亡 した。ヒッジの放牧は労働効率を高めるために，数世帯共

同で行なわれる。数世帯のヒッジを集めた群れを，交代でひとつの世帯が責任を持っ

て預かり放牧するが，実際に放牧の任に当たるのは，多 くの場合若い女の子である。

ヒッジの放牧地はしばしば急峻な斜面であり，ヒッジはバラバラに勝手な方向に走り

出すため，この放牧は重労働であり，かつまた危険な仕事でもある。 ヒッジの放牧中

に誤 って崖から転落する事故が起 きることもある。

　播種前に耕地に施肥をする際には，ヒッジの群れを耕地の中に設営 した携帯用の柵

囲い （１１ｕｋｕ）の中に追い込み，夜間そこで休ませて排泄させ る。 日中はまたリュクか

ら出して放牧 し，その間に リュクの位置を移動させ，夜にはまたその中で家畜を休ま

せる。このように リュクの位置を移動させることによって，耕地全体に施肥すること

が可能になるのである。 この間は，女の子だけにヒツジの世話を任せるわけにはゆか

ず，大人 も耕地に泊まり込んでヒッジの番をする。この施肥の際には，自分のヒッジ

が属 している群れだけでは頭数が足 りず，他の群れの ヒツジを借 りることもある。そ

して，その借 りた ヒツジを紛失 した際には弁償 しなければならないため，ヒッジの数

には常に気を くばっていなければならない。

写 真 ８　 １１ｕｋｕ
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４．３． 早 生 ジ ャガ イモ栽培地

　通 常 の ジ ャガ イモ の他 に ， ミ リ （ｍｉｌｌｉ）と呼 ばれ る早生 の ジ ャガ イモ が栽 培 され る。

これ は ，普 通 の ジ ャガ イ モ よ り早 く播 種 ・収 穫 をす ま せ る もの で あ り，新 年 ま た は お

そ くと も ２月 ま で には 収 穫 され る。 ペル ーの マ ル カパ タ に おい て は早 生 の ジ ャガ イ モ

と トウモ ロ コ シが栽 培 され ミシュ カ （ｍｉｓｈｋａ） と呼 ば れ て い る。 ミシュ カ は儀 礼 や 換

金 用 に乾季 の 間 に播 種 ・植 え 付 け が な さ れ，収 穫 時期 を早 めた もの で あ る が， 灌 瀧設

備 の な いマ ル カ パ タ で は降 雨 量 不足 の た め に全 く収 穫 の な い時 もあ る極 め て リス クの

大 き い もの で あ る とい う ［山本 　 １９８０：１６３］。

　 ア マ レテ に おい て は ，１９８３年 は 天候 異 変 が原 因 で ジ ャガ イ モの収 穫 が不 良 で あ った

た め に，平年 よ り多 くの ミ リが植 え付 け られ た 。 ミ リが植 え付 け られ る の は，マ ル カパ

タ と異 な り灌 漉 設 備 の あ る農 地 に限 られ る。筆 者 が その 植 え付 けを 観 察 した の は ，バ

ホ ス に属 す る Ｓａｒａｃｈａｊｒａ と呼 ばれ る区域 と，　Ｕｍ ａｎａｔａの Ａｔｉｑｕｉ寄 り にあ る Ｔａａｌａ

とい う区域 ， それ に も と も と Ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａの カパ ナ に属 し現在 は学 校 の 敷 地 とな っ

て い る土 地 の一 部 の三 箇所 で あ っ た。 Ｓａｒａｃｈａｊｒａ に は小 さな灌 灘 用 水 が は し り， 耕

地 に農 業用 水 を供 給 す る こ とが で きる。 ま た Ｔａａｌａ は二 本 の小 さ な谷 に 挾 ま れ た 区

域 で ，谷 の水 が豊 か で あ るた め そ こか ら水 を 引 く こ とが で き るの で あ る。 学 校 の 近 く

の土 地 を 流 れ る灌漑 用 水 は非 常 に細 い もの で あ り， そ れ に よ って灌漑 され て い る農 地

は ほん の数 枚 の階 段 耕 地 に す ぎ な い。

　 そ の他 の灌漑 用水 と して は アマ レテ側 右 岸 の 支 流 の 上部 か らア テ ィ キへ 引 い た もの

写真９ 灌　　瀧　　水　　路
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が あ り， 現在 で も機 能 して い る灌 瀧用 水 路 と して は これ が アマ レテ の谷 で最 も規 模 が

大 きい。 それ 以 外 の灌 瀧 水 路 は水 量 が少 な く， 灌 瀧 され る農 地 面積 は 大 き く な い。

１９８３年 の水 不 足 の 際 に は， 「か つ て は アマ レ テ に も左 岸 ・右 岸 両 方 に 長 い灌漑 水 路 が

走 って お り， 水 に困 る こ とは なか った」 と い う言 い伝 え が古 老 によ って 口 に され た。

それ ら しい跡 が な いわ けで は な いの で あ る が ，確 認 す る こ とは 出来 ず ， アマ レテ に か

つ て 大規 模 な灌漑 水路 が あ った と い うの は ，単 な る推定 の域 を で な い。

　 ミ リは も と も とジ ャガ イモ の品 種 の 名 前 で あ る のだ が ， ミ リを作 る と こ ろ と い う意

味 で 土 地 の種 類 を あ らわ す言 葉 と して も用 い られ る。Ｔａａｌａ にあ る農 地 は ミ リと呼 ば

れ るの で あ るが ， イ ンフ ォ ーマ ン トの言 い方 を借 りる と 「この土 地 はか つ て は カパ ナ

で あ った の だ が今 は ミ リにす ぎな い」 とい う こ とに な る。Ｔａａｌａは標 高 か ら言 え ば カ

パ ナで あ って もお か し くな い。 ま た ア マ レテか ら見 て そ の先 に も， イ ン フォ ー マ ン ト

に よ って かつ て は カパ ナ で あ った が今 で は そ うで な い と呼 ばれ る土 地 が あ り，前 述 の

ウニ ャ ・カパ ナで あ る Ｋ ｏｒｏｒａｙａ も この近 くにあ る。

　 この ミ リに お いて も勿 論 ジ ャガ イモ だ け を栽 培 す るわ け で は な く， オ カ や ムギ ， マ

メを も栽 培 す るわ けで あ る。 特 に ミ リは収 穫 が早 いた め ， そ の 後再 び他 の 作 物 を植 え

付 け る こ とが可 能 で あ る。 Ｓａｒａｃｈａｊｒａ の よ うなバ ホ スに 位 置す る 農 地 に お いて は ，

ミ リの後 に トウモ ロ コ シを植 え るが ， ム ギ類 を植 え る こ と もあ る とい う。 しか しこの

ロ ー テ ー シ ョ ンは共 同 体 の規 制 に従 うわ け で は な く， 土地 の持 ち主 の 自主 性 にま か さ

れ て い る。 この意 味 で は， ミ リは ジ ャガ イモ も栽 培 す る土 地 で あ り，か つ て は カパ ナ

写真 １０ ミ リ の 植 え 付 け
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に 属 して い た土 地 もそ の 中 に含 み な が ら，集 落 の コ ン トロ ール か ら外 れ ， ロー テ ー シ

ョンの面 や ア マ レテ住 民 の 意識 の面 で はバ ホ ス の性 格 を 持 って い る と言 え る。

　 ア ンバ ナ に お い て も レガ デ ィオ に お いて ミ リが栽 培 され て い る。 レガ デ ィオ はア マ

レテの ミ リと同 じ く灌漑 農 地 で あ る ため ，乾 季 で も播 種 ・植 え付 け が 可 能 で あ る。

３，６００ｍ か ら ３，６５０ｍ の領 域 で は同 じ年 に ミ リの 後 に ソ ラマ メま た は エ ン ドウを 植

え ， ３，４５０ｍ か らは ミ リと トウモ ロ コ シを同 じ年 に栽 培 す る。 しか しそ れ を続 け る と

地 味 が減 少 す るた め ， ３年 ご と に トウモ ロ コ シの代 わ りに ソ ラマ メか エ ン ドウを ま く

と の こ とで あ る ［ＩＦＥＡ 　 ｌ９８０：１５１］。

５． 土地所 有の形態

５．１． サ ヤ ニ ャ

　 カ ー タ ー （Ｗ ｉｌｌｉａｍ　Ｅ．　Ｃａｒｔｅｒ）とマ マ ニ （Ｍ ａｕｒｉｃｉｏ　Ｍ ａｍａｎｉ　Ｐ・）に よれ ば ， アル

テ ィプ ラノ の土 地 はふ た つ の 主 要 な タ イプ 　 　 サ ヤ ニ ャと ア イ ヌカ （ａｙｎｕｑａ）　 に

分 け られ る。 サ ヤ ニ ャ とは 古 くか らの家 屋 敷 が存 在 した区 画 を 指 し， そ こに は現在 で

も家屋 が建 って い る。 しか し， サ ヤ ニ ャ は家 及 び 中庭 に必 要 な土 地 に限 られ るわ け で

はな く， そ の 周 囲 の土 地 を も含 む土 地 区画 で あ る。 首 都 ラパ ス か ら アル テ ィプ ラ ノ

を南 へ 走 りオ ル ロへ と 続 く 舗装 道 路 沿 い に あ る ア イマ ラ語 圏 の イ ルパ ・チ コ （Ｉｒｐａ

Ｃｈｉｃｏ）に お いて は ， サ ヤニ ャは村 の土 地 の 中 で は よ く灌漑 が 施 され 肥 沃 な土地 とな

って い る ［ＣＡＲＴＥＲ　ａｎｄ　Ｍ ＡＭＡＮｉ　 ｌ　９８２：７］。

　 ア ンバ ナ にお い て は前 述 の よ うに ア イ ノ カ （ａｙｎｏｋａ）， セ カ ノ （ｓｃｃａｎｏ）， レガ デ ィ

オ （ｒｅｇａｄｉｏ） の ３つ が 区別 され て お り， ア イノ カ は 標 高 ３，５００～４，３００　ｍ に あ る土

地 で あ って アマ レテ の カパ ナ に 対 応 す る。 セカ ノ は 標 高 ２，８００～ ３，８５０ｍ に あ る 土

地 で あ り， 休 耕 しな いが 灌 灘 は 施 され て いな い。 最 後 に レガ デ ィ オ は 標 高 ２，８００～

３，５００ｍ にあ る土地 で あ り， 休 耕 せ ず灌漑 を 伴 う もの で あ る ［ＩＦＥＡ　 ｌ９８０：１３２－

１３６］。 この最 後 の レガ デ ィオ が サ ヤニ ャ （ｓａｙａｆｉａ）と も呼 ば れ る ので あ る。

　 カ アタ に お いて は ， サ ヤ ニ ャは カパ ナの 中 に各 家族 が所 有 す るひ とか た ま りの土 地

を 指 す 。 ［Ｍ ＡＮＫＨＥ　 ｌ９８４：６８］アマ レテ と カア タ の農 業 シス テ ム は カパ ナの項 （３・１）

で前 述 した 通 り似 通 って お り， サ ヤ ニ ャに対 す る意味 付 け は アマ レテ と カ アタ の間 で

大 き な相 違 はな い。 マ ンケ の 記述 に お いて は バ ヒオ に あ る土 地 に対 して サ ヤ ニ ャ とい

う名称 を用 い るか ど うか 明 らか で な い が， アマ レテ に お いて はサ ヤ ニ ャは カパ ナ に も

バ ホ ス に も存 在 し，家 族 が 占有 す るひ とか た ま りの土 地 で，石 垣 に よ って 周 囲 と区別
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され て い る土 地 区 画 を 指 す。

　 イル パ ・チ コや ア ンバ ナ にお け る サ ヤニ ャの定 義 と比 較 して み る と， アマ レテ に お

い て サ ヤ ニ ャは ア イ ノ カ に対 置 さ れ て い るわ け で は な く， ア ンバ ナ の よ う にサ ヤ ニ ャ

の概 念 と灌漑 が結 びつ いて い るわ け で も ない 。 しか し， アマ レテ に お け るサ ヤ ニ ャは

ひ とつ の ま とま りを持 った 土 地 で あ り， しか も後述 す る チ キま た は ワ ケ と くらべ て み

る と条 件 の良 い土 地 で あ る こ とは 間違 い ない 。 イ ルパ ・チ コに お い て サ ヤニ ャは村 落

内 の条 件 の良 い土 地 を 指 し， ア ンバ ナ に おい て もサ ヤニ ャは 灌 減 を施 され た これ も条

件 の良 い土 地 を 指 して い る。 この 意 味 で上 記 のサ ヤ ニ ャはす べ て 好条 件 の土 地 で あ る

とい う こと に共 通 点 を見 いだ す こ と も可 能 で あ る。

　 ひ とつ の サ ヤニ ャが どれ だ けの 面 積 を持 って い るか は 明 らかで はな い 。 また 土 地 の

傾斜 に よ って 一 枚 の階 段 畑 が サ ヤニ ャに な っ て い る場 合 も，急 斜 面 の た め ４～ ５枚 の

階 段 畑 を も って ひ とつ の サ ヤ ニ ャが 構 成 され て い る場合 もあ る。 しか し， ア マ レテ の

人 々に と って サ ヤ ニ ャ は土 地 の単 位 で あ る と と らえ られ て お り， た とえ 面 積 に相 違 が

存 在 して もひ とつ ひ とつ の サ ヤ ニ ャは互 いに等 価 な もの で あ る。 この サ ヤニ ャの等 価

性 はサ ヤ ニ ャの代 わ り に トゥプ （ｔｕｐｕ）とい う名称 が用 い られ る こ とに も 表 わ れ て い

る。 アマ レテ に お け る トゥプ の意 味 は明 確 で は な い が， これ は ひ とつ の数 量 単位 で あ

り， 収 穫 ・貢 納 を計 るた め に用 い られ る もの で あ ろ う。

　 サ ヤニ ャを所 有 す る個 人 は サ ヤ ニ ェ ロ （ｓａｙａｆｉｅｒｏ）と呼 ばれ る。 か つ て はサ ヤ ニ ェ

ロは アマ レテ全 体 で６０人 で あ った とい う情 報 もあ るが ， これ を 確 か め る ことは 出来 な

い。 かつ て は ，個 人 が ひ とつ の カパ ナ の 中 に複 数 の サ ヤ ニ ャを 持 って い た と言 わ れ る。

そ して そ のサ ヤ ニ ャは 隣接 して お らず ，互 い にか な りの距 離 を置 いて配 置 され て いた 。

現 在 で は サ ヤニ ャを ひ とり で所有 して い る もの は殆 ど お らず （２人 だ けで あ る との情

報 もあ る）， ほ とん どの サ ヤ ニ ャが複 数 の所 有者 の間 で分 割 され て い る。

　 サ ヤ ニ ャが ｔｕｐｕ と呼 ばれ る こ とか ら も， サ ヤ ニ ャは土 地 の単 位 で あ り これ が貢 納

ま た は徴 税 の単 位 で あ った と予 想 で き る。 そ して サ ヤニ ェロは貢 納 ・徴 税 の対 象 者 で

あ った の で あ ろ う。 この 予想 を裏 付 け る もの と して ， 調 査 中 に アマ レテ の人 々 が行 な

った 陳情 を取 り上 げ て み た い。 イ ンフ ォ ーマ ン トに よれ ば ， ボ リビア に おい て農 民 に

対 して掛 け られ る税 金 は土 地 に対 す る もの で あ った。 そ して ， 「ひ とつ の サ ヤ ニ ャに

対 して幾 ら」 とい う形 にな って い たの で あ る。 現 在 で は サ ヤ ニ ャは複 数 の所 有 者 の間

で分 割 され て い る に もか か わ らず ，税 の徴収 に お いて はそ の 複 数 の人 々 がす べ て ひ と

つ ず つ の サ ヤ ニ ャを持 って い るか の よ うに扱 わ れ て い るた め ，各 人 に対 す る税 は本 来

納 め るべ き額 の数 倍 にの ぼ って い る。 そ のた め ， ア マ レテに お け る土 地 細 分化 の実 情
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を訴え税の徴収を現状に基づいたものに改正するように，スペイン語を最 も良 く使え

る男性 ３名がラパスに派遣されたのである。

５．２．　 チ キ ま た は ワ ケ

　 す べ て の サ ヤニ ャに は チ キ （ｃｈｉｋｉ）また は ワケ （ｗａｑｅ）と呼 ばれ る小 さ な 土 地 が付

属 して い る。 これ が チ キで あ る と イ ンフ ォー マ ン トに よ って示 され た土 地 は急 傾 斜 地

に あ る小 さ な一 枚 の 階段 畑 で ， サ ヤニ ャ と比 べ る と格 段 に条 件 の悪 い土 地 で あ っ た。

この よ うな土 地 に対 す る名称 に チ キ と ワケ とい う ２つ の 名称 が与 え られ て い るわ けで

あ るが ， そ の 区別 は調 査 の最 後 まで 遂 に不 明 の ま ま で あ った。 イ ンフ ォ ーマ ン トた ち

の 回 答 は ，「チ キ とワ ケ は同 じもの で あ る」に終 始 したの で あ る。 何 度 も 「チキ ま た は

ワケ」 と繰 り返 す 煩 雑 さを避 け る ため に これ以 後 は これ を 「チ キ」 に よ って代 表 させ

る こ と とす る。

　 サ ヤニ ャに は チ キ が常 に付 属 して い る と前 述 した が ， これ を イ ンフ ォ ーマ ン ト は

「サ ヤ ニ ャは ｔｒｏｎｃｏ（幹） で あ り， チ キ は ｒａｍａ （枝 ） であ る」 と表 現 した り， 「チ キ

はサ ヤ ニ ャの ｙａｐａ （おま け） で あ る」 と表現 した りす る。 農 地 と して は あ くま で サ

ヤニ ャが 中心 を なす もの で あ り， チ キ は付属 物 で あ る と意 識 され て い る の であ る。 サ

ヤ ニ ャが あ る一 定 の面 積 を もつ 条 件 の良 い土 地 で あ り徴 税 の た め の単 位 で あ る とす れ

ば， チ キは 土地 の条 件 も悪 く税 の対 象 に もな らな い土 地 で あ って ， ア マ レテの土 地 全

体 か らい え ば文 字 通 り 「お ま け」 で あ る と言 え る。

　 カパ ナの 中 に あ る サ ヤニ ャ とそ の チ キ の組 み 合 わせ を調 べ て み る と，対 にな った サ

ヤ ニ ャとチ キは必 ず 同 じカパ ナ 内 に あ り， しか も両 者 は隣 り合 って い た り近 接 した り

して いな い 。 イ ン フォ ーマ ン トに 自 らの サ ヤニ ャ と付 属 す る チ キの所 在 地 を地 名 で答

え て も らい ， そ の位 置を写 真 で確 認 した り実 際 に歩 い て検 分 した り した結 果 ， ひ とつ

の カパ ナ内 の サ ヤ ニ ャと チ キは多 くの場 合 そ の 位 置 す る高 度 が 異 な る こ とが明 らか に

な った 。 サ ヤ ニ ャが カパ ナの 上部 に あれ ば チ キ は下部 ， ま た はサ ヤ ニ ャが下 部 にあ れ

ば チ キ は上 部 とい った具 合 に両 者 は組 み 合 わ され て い るの であ る。 しか し，調 査 した

例 の中 には ，近 接 は して いな い もの の同 じ地 名 で 呼 ば れ る区 域 の 中 に サ ヤ ニ ャ と チ キ

双 方 が 存 在 す る こ とが あ り， サ ヤ ニ ャ とチ キが 必 ず 高 度 を大 き く違 え て配 置 され て い

る と断 言 す る こ とは 出来 な い。

　 しか し， イ ンフ ォー マ ン トにサ ヤ ニ ャ とチ キの 配 置 に つ い て質 問 し，両 者 が しば し

ば異 な った 高 度 に位 置 す る こ とを指 摘 す る と， サ ヤニ ャ とチ キ の ど ち らか片 方 が不 作

に 陥 って も も う片 方 が それ を救 うの だ と述 べ た 。 そ して ， そ れ は しば しば起 こ っ た こ
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とだと断言 した。このことから，サヤニャとチキが常に組み合わされ，しかも異なっ

た高度に配置されることは，農作物が全滅したり大きな被害を受けたりすることを防

ぐための予防措置と考えることができる。この措置によって毎年の収穫を平均化させ，

食料供給を安定的なものにすることが可能になるのである。

　サヤニャとチキが離れた しかも高度の異なる地点に分かれて存在することの利点を

考えてみると次の四点を挙げることが出来る。第一点は，栽培高度が異なることによ

って温度変化の影響をかわすことが可能になることである。気温が平年より低すぎた

場合には，上部では被害が生 じるであろうが，下部ではそれを くいとめることが可能

であろうし，逆に気温が高すぎた場合には，下部で被害が生 じたとしても，上部の生

産がそれをカバーすることが出来よう。第二点は，栽培高度が異なれば農作物の成育

の速度が異なるため，雨の降る時期にズレが生 じた場合に４）， ある高度にある農作物

に対 しては害を与えたとしても，その他の高度にある農作物に対 しては反対に益にな

る可能性 もあり，降雨の変化を耕作地の高度差によって相殺出来ることである。第三

点は，上で述べた通り高度によって農作物の成育速度が異なるのであるから，播種 ・

植え付け・収穫の時期は作物が同じであっても異なることになり，異なる高度に別々

に畑をもっておれば，農作業が一時期に集中するのを避けることができることである。

第四点は，これは高度差に関係 したことではないのだが，農地の位置が離れていれば

その環境条件は異なっており，これが気候異変や病虫害に対して全滅をさける手段と

なると考えられることである。

　チキの性格については，もうひとつ気になるインフォーマン トの言明がある。それ

は，「かつては，チキはひとつの家族の共有地であり，家族のうちである年にシンディ

カートのメンバーとなったり，祭の主催者となったりすることによって特別の出費を

必要 とする者はチキを優先的に使用することを許された」というものである。現在ア

マレテには，後述するシンディカー トの保留地であるタクスカのような例を除 くと共

有地的な性格を持つ農地はない。そのため，サヤニャもチキも完全な私有地と考えら

れており，チキが家族の共有地であったというインフォーマントの情報に対 しては，

否定するインフォーマン トが多い。そのため，チキの共有地 としての性格を確言する

ことはこれまた不可能である。 しかし，これには十分な可能性があると考える。その

論拠は土地の貸借に関 して見られるチキとワキというシステムに関わるものであるた

め，この点については当該項 （６．３）において論ずることとする。

４）１９８２－１９８３年の不作の原因がこの降雨時期のズレであった６ジャガイモの植え付け前には雨

　 が降ったものの，その後の雨が欲しい時期には降らず，その後不用な時期に雨が降ったことに

　 よって地中のジャガイモの腐敗を招いた。
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５．　３．　 土　地 　所 　有

　 アマ レテ に お いて は個 人 の持 つ サ ヤ ニ ャは通 常 分散 して お り，複 数 のサ ヤニ ャを連

続 して隣 り合 わ せ に持 つ 者 はな い。 しか し， そ の 原 則 に反 して 広 い土 地 を 一箇 所 に ま

とめ て持 つ 者 を ア ンＡｅ　一一ロ （ａｍｐａｒｏ）と呼 ぶ 。 現在 で は土 地 が細 分 化 され た た め ひ

と りで広 い土 地 を 占 有 す る者 は な く， ア ンパ ー ロ は もは や存 在 しな い と言 わ れ るが ，

かつ て は カ ナ サ （Ｃａｎａｚａ），ス ア レテ （Ｓｕａｒｅｔｅ），ユ フ ラ （Ｙｕｊ　ｒａ），ベ ガ （Ｖｅｇａ）の 四

家 が ア ンパ ー ロで あ った と言 わ れ て い る。 カ ナ サ ，ス ア レテ 両家 は アマ レテ か ら姿 を

消 し，残 って い るの はユ フ ラ， ベ ガ の二 家 だ けで あ る。 この 二家 が前 述 した ウニ ャ ・

カパ ナを 所 有 し， ベ ガ は アパ チ ェタ で ，ま た ユ フ ラは コロ ラヤ で ， シ ンデ ィカ ー トの

コ ン トロール す るハ トゥ ン ・カ パ ナ の ロー テ ー シ ョン ・シス テム とは独 立 した ， ウニ

ャ ・カパ ナの ロ ーテ ー シ ョ ンを コ ン トロール して来 た わ け で あ る。 しか し，現 在 この

２つ の ウニ ャ ・カパ ナ が ひ と りの 人 物 に よ っ て所 有 され て い るわ け で は な い。 ユ フ ラ，

ベ ガ 両家 の 内部 で も土 地 は相 続 によ って細 分 化 され ，所 有 者 は複 数 で あ る。 しか し，

ウニ ャ ・カパ ナ は依 然 と して 一 体 性 を保 って お り，独 自の ロー テ ー シ ョン ・シス テ ム

が維 持 され て い るわ けで あ る。

　 現 在 で は か つ て存在 した大 土 地 所 有者 ア ンパ ー ロは消 え去 って しま った わ け で あ る

が ，現 在 の アマ レテ の全 住 民 が均 等 に土 地 を 所 有 して い るわ けで は な い。 土 地所 有 は ，

微 妙 な問 題 で あ り， ア マ レテの広 い農 業 区 域 全 域 に わ た って 個別 の農 地 とそ の所 有 者

を リス トア ップす る作 業 は ， 不 可 能 で あ った。 イ ンフ ォ ーマ ン トか らの ア マ レテ に

お け る土 地 所 有 一般 に つ い て聞 き取 った情 報 を 総 合 す る と，土 地 を持 つ 者 と持 た な い

者 が か な り明 確 に分 か れ て い る。 ま た数 人 の イ ンフ ォー マ ン トに は 自分 の持 つ 土 地 を

残 らず 挙 げ て も らい， 出来 るだ け実 地 に検 分 す るこ と と した 。 まず あ るイ ン フォ ーマ

ン トか ら聞 き取 った土 地 の所 在 地 の リス トを参 考 のた め に掲 げ る （表 ７）。

　 この 中で 注 目 され るの は ， ｃｏｍｐｒａｄｏ （買取 ） と分 類 され た もの がか な り多 い こ と

で．あ る。 この ｃｏｍｐｒａｄｏ と分 類 され た土 地 は この イ ンフ ォー マ ン トが 相続 に よ って

受 け継 いだ もの で は な く， 自 らの財 力 に よ って 買 い取 った もので あ る。 イ ンフ ォ ーマ

ン トた ちは，「サ ヤニ ャは売 り買 いす べ き もの で は な く売 買 は禁 止 され て い る」と 口を

揃 え て述 べ るが ，上 の リス トに あ る ｃｏｍｐｒａｄｏ のす べ て が チ キで あ るわ け で は な く，

実 際 には か つ て サ ヤニ ャの一 部 で あ った土 地 が多 い。

　 対 照 的 に ，殆 ど土 地 を 持 た な い もの もあ る。 アマ レテの人 々全 員 が す べ て の カパ ナ

に土 地 を 持 って い るわ けで は な く， 人 によ って は カパ ナの う ちの い くつ か に は 自分 の

農 地 を 持 た な い場 合 が あ るの で あ る。 そ の際 に は ，後 述 す るチ キや ワ キの シス テ ム を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 ７　アマ レテにおける土地 所有例

カ パ ナ 名

 Chiriaruwaya

土 地 名

 Chiriaruwaya 

Mimiloni

件 数

1 

1

区 分

Koopampa

Jut'ita

Suka

Puusani

Muruchaka

Phurua

Jut'ita

Yanapara

Llokespaya

Milli

Bajos

Koopampa 

 Jiisan 
Intiskichan

Jut'ita 
Asnoispana 

 Chifiaskore

Wairapata 

Korawaiq'o 

Kanata 

Suka

Chakawayapampa 

 Wainakowirita 

Inkakancha

Muruchakapampa 

Ayaayayoj 

Kokaswaiq'o

Inpallasimi 

Tistiskuchu 

Toqospata 

Chilsi

Chojraya 

Umanata

Yanapara

Llokespaya

Umanata 
Millalla 

Sarachajra

Sokawa 

Umachi 

Millimilli 

Sarachajra 

 Juchuisakokata

1 

1 

1

1 

2 

1

1 

1 

1 

1

1 

1 

1 

2 

1

1 

2 

1 

1

1 

2 

1 

1

1 

1

1

1

1 

1 

1

1 

1 

1 

1 

1

tupu 

chiki

tupu 

tupu 

chiki

comprado 

tupu 

chiki

chiki 

comprado 

comprado 

tupu

chiki 

comprado 

tupu 

chiki 

comprado

tupu 

comprado 

chiki 

comprado

chiki 

comprado 

chiki 

tupu

comprado 

chiki

comprado

comprado
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通 して農 地 を 借 りた り，本 来 して はな らな い ことで あ るの だが ， オ カ を栽 培 す る順 番

で あ る カパ ナ に ジ ャガ イ モ を植 え るな ど，作 物 ロ ーテ ー シ ョ ンの 順序 か らは許 され て

いな い作 物 を 栽 培 した りす る。 ただ ， あ るカパ ナが 休耕 地 で あ るか 否 か は厳 密 に守 ら

れ て お り，休 耕 地 の一 部 で耕 作 が行 な わ れ て い る例 は見 いだ す ことが 出 来 な か った。

　 アマ レテ の農 地 そ の う ちで も特 に カパ ナが ，例 え ばペ ル ー の カ ラ イバ ンバ （Ｃａｒａｙ－

ｂａｍｂａ） の ライメ （ｌａｉｍ ｅ） の よ うに ［ＦｕＪＩＩ　ａｎｄ　ＴｏＭｏＥＤＡ　 ｌ９８１］， か つ て は ア マ

レテ全 体 の共 有 地 であ った と想定 す る こ と は可能 で あ ろ う。 オ ブ リタス によ れ ば ，各

集 落 の メ ンバ ー は割 り当 て られ た土 地 を 各 カパ ナ に持 って お り，す べ て の人 々が土 地

に対 す る平等 の権 利 を 持 って い た。 そ して土 地 の私 有 が 始 ま った の は， ボ リビア が

独 立 した 後 の１８８０年 に公 布 され た レ ビ シータ の 法 令 で あ った と して い る ［ＯＢＬＩＴＡＳ

ＰｏＢＬＥＴＥ　　ｌ９７８ （１９６３）：３１３－３１４］。

　 アマ レテ に おけ る農 地 が 共 有 で あ った こと の名 残 は 「サ ヤニ ャは売 買 して はな らな

い もの で あ る」 や 後述 す る 「チ キや ワケ は シ ンデ ィカ ー トが共 同管 理 して土 地 を 持 た

な い人 々 に割 り当 て る の だ」 な ど とい うイ ンフ ォ ーマ ン トの言 明 に も うか が うこ とが

出来 る が ， も うひ とつ シ ンデ ィ カ ー トの メ ンバ ーの た め に カパ ナの 中 に土 地 が 用 意 さ

れ て い た こ と も，農 地 特 に カパ ナが共 有 地 で あ った 時代 の残 存 物 と考 え られ る。 この

土 地 はタ クス カ （ｔａｋｕｓｑａ） と呼 ばれ ，各 々 の カパ ナ に あ った 。

　 シ ンデ ィ カ ー トの メ ンバ ー は毎 年 新年 を もって 交 代 す る。 あ る年 に シ ンデ ィカ ー ト

の メ ンバ ーで あ った人 々 は翌 年 ジ ャガ イ モ を植 え 付 け るカパ ナ 内 にあ るタ クス カを 占

有 す る権 利 が あ る。調 査 年 １９８３年 に シ ンデ ィ カ ー トの メ ンバ ーで あ った人 々 は翌 年 ジ

ャガ イ モ を植 え付 け る Ｃｈｉｆｉａｒｕｗａｙａの タ クス カ に権 利 を 持 つ わ けで あ る。 しか し，

Ｃｈｉｈａｒｕｗａｙａ の カパ ナ の タ クス カ は そ の場 所 に学 校 が建 て られ た た め 廃 止 さ れ ，

Ｋｏｏｐａｍｐａ に か わ り の タ クス カ が設 定 され た 。 そ の た め １９８３年 の シ ンデ ィカ ー トの

メ ンバ ー は Ｋｏｏｐａｍｐａ に存 在 す る二 箇 所 の タ ク ス カの 内 の一 方 を 占有 す る こ とに な

って お り， Ｋｏｏｐａｍｐａ が休 耕 に は い るま で 作 物 ロー テ ー シ ョンに従 っ て タ ク スカ を

利 用 す る の で あ る。

　 タ クス カ は シ ンデ ィ カ ー トの メ ンバ ーの た め の土 地 で あ る と述 べ た が ， その 恩恵 に

あず か れ るの はす べ て の メ ンバ ーで はな く， ヘ ネ ラル （Ｇｅｎｃｒａ１） とよ ばれ る序 列 最

上 位 の もの か ら ８番 目 の者 ま で で あ る。 この ８人 は ， シ ンデ ィカ ー トに改 変 され るま

え の 組織 に お け る最 上 位 者 セ グ ン ド （ｓｅｇｕｎｄｏ），次 席 アル カ ル デ ・マ ヨール （ａｌｃａｌｄｅ

ｍａｙｏｒ）， お よ び ６入 の ヒ ラ カタ （ｊｉｌａｃａｔａ）に対 応 す る もので あ る。 かつ て は， ジ ャ

ガ イモ の植 え付 け儀 礼 コ ワな どで 中心 とな る呪者 プ リチ ェ フ （ｐｕｒｉｃｈｅｊ）に対 す る タ
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一クスカも存在 したが，プ リチェフは儀礼遂行にあたって経済的に何 も負担 しないとい

う理由で，集落に水道を引く費用捻出のためにプ リチェフのタクスカは売却されて し

まったとのことである。

　 このような土地の共有制が崩れ，土地所有に不均衡が生 じた結果， １年の大部分の

期間アマレテを離れ，ユンガ地帯で砂金の採取に従事 している人々もある。あるイン

フォーマントは，「自分たちは夫婦とも早く親に死に別れたため，本来相続すべきであ

った土地を他の近親者に不当に強奪 され，そのため農地の不足を補うため砂金採 りに

でかけている」と述べた。チャカワヤはアマ レテと一体に扱われているものの，土地

特に トウモロコシ耕地が不足 している人々が多 く，その中には土器を製造 してアマレ

テ内や他地域で販売 したり農作物と交換したりすることによって，農産物の不足を補

っている人 もある。

　 このような兼業や出稼ぎがすべて農地の不足に起因 していると考えるのはあまりに

単純すぎるのは確かである。 ラパスなどの都市に出稼ぎに行 く例では，都市の持つ独

特な吸引力を考慮にいれなければならないし，たとえ農地が十分であっても現金収入

をもたらす出稼ぎは魅力のあるものであろう。しかし，農地不足が原因で兼業や出稼

ぎに活路を見いださなければならない人々があることも事実であり，ここにアマレテ

における土地所有の不均衡が現われている。ただ，この不均衡がどれほど大きいもの

であるのか，またこれが将来にわたるアマレテからの継続的な人の流出に結びつ くの

か，という問題にまで分析を現在進めることは出来ない。 ここでは単に現在のアマ レ

テの人々が決 して全員同 じレベルの経済状態にはないことを指摘するに留めておく。

　 この問題には，ベシーノ （ｖｅｃｉｎｏ）が持つ土地の問題が関係 している。 ベシーノは

もともとのアマレテの住人ではな くペルーなどから移住 して来た人々であるが，買収

等によりアマレテの広い土地を所有し，アマ レテでこれまで大きな力をふるって来た。

そして，現在でも隠然たる勢力を保持 しているのである。アマレテにおけるその影響

力から考えると，農地改革か ら３０年以上たった現在でもかなりの土地を私有 している

と想像され，事実それを指摘するインフォーマントもあったが，その実態を今回の調

査で明らかにすることは不可能であった。

５．４． 土 地 の 相 続

　 アマ レテ に は ア シエ ンダ が存 在 した こ とが な い。 そ の た め， ボ リビア に おい て １９５２

年 に始 ま った農 地 改 革 （Ｒｅｆｏｒｍａ　Ａｇｒａｒｉａ） の結 果 と して ，他 の地 域 例 え ば ア ンバ ナ

に於 いて起 こ った よ うな 土地 所有 の 変 更 に まつ わ る 重 大 な 問題 ［ＩＦＥＡ　 ｌ９８０：３５一
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６３］が アマ レテ に は生 じな か った と考 え られ る。 しか し， 農 地 改革 が アマ レテ に影 響

を 及 ぼ さ なか った わ け で はな い。 ベ シー ノ の土 地 が 減少 した と述 べ る イ ンフ ォー マ ン

トもあ り，土 地 の分 配 に何 らか の変 化 が生 じた こ と は十 分 予想 で き る。 ま た， そ れ ま

で はべ シー ノ の世襲 ・終身 職 で あ った とい わ れ る ａｕｔｏｒｉｄａｄ　ｐｏｌｉｔｉｃａ の役 職 を ベ シ

ーノではないアマレテ住民が務めるようになったことや，シンデ ィカー トが形成 され

たこともアマレテにおける大 きな変化であったと言えるであろう。

　 しか し，我々の現在のテーマに即 しては，農地改革が土地相続に及ぼ した影響に最

も注目しなければならない。これもはっきりした資料がないので，インフォーマント

からの聞き取りに頼 らざるを得ないのであるが，農地改革以前においては土地の相続

権があるのは男性だけであり，女性は土地に対する権利がなかった。農地改革以後は，

原則 として土地の相続は男女同権の均分相続であるため，現在では女性 も土地の所有

権を保持することとなったのである。

　土地の相続のプロセスを見てみると，子供たちが成人するに従って親は自分の私有

地を分けて行き，最後に残 った土地は親の死後子供たちによって分配 ・相続されるの

である。土地相続は原則は均分相続であっても，現実にはその通り厳密に行なわれて

いるわけではない。現在でも，相続によって配分される土地は男子に対 しての方が女

子に対 してよりも多い傾向がみられる。あるインフォーマ ントの意見によれば，男子

には世帯を営んで行 く責任があり，女子よりも土地の配分が多いのは当然であるとの

ことである。その他，親の老後の面倒をみる子供 （多 くは末子であると言われる）に

より多 く土地を配分するとか，万聖節 （Ｔｏｄｏｓ　Ｓａｎｔｏｓ）の際に亡き親を祭 る責任を負

った子供に多く配分す るとか，実情に応 じた相続の弾力的な運用が行なわれている。

　 かつて，まだ分割されないままのサヤニャをひとりの持主が複数所有 していた際に

＊注

３は独身１の死後土地を相続する予定

図 １ サ ヤ ニ ャ の 分 割 例
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は，サヤニャを丸 ごと息子たちに与えたと言われる。 しか し，丸のままのサヤニャを

ひとりで所有することが出来な くなった現在，土地を分割 して相続せざるを得ない。

たとえば，ある男にふたりの子供がいたとして，あるカパナに二箇所土地を持ってい

たとする。その土地はいずれもひとつのサヤニャをその兄ふた りと三分 したものであ

るとする。つまり，この男はサヤニャの三分の一の土地を二箇所所有 していることに

なる。この土地をふたりの子供に分け与える際にはどのようにするのであろうか。第

一の可能性はこの二箇所の土地をそれぞれ一箇所ずつひとりの子供にまとめてあたえ

るやりかたであり，第二の可能性は二箇所の土地をそれぞれ二分 して，サヤニャの六

分の一の土地を二箇所ずつふたりの子供に与えるやりかたである。

　 アマレテにおいては前者の方法は採用されない。土地は必ず分割されて子供たちに

伝えられる。そのため，土地の相続が行なわれる度に土地は細分化されて行 く。農地

は一箇所に固まっていた方が農作業の効率は高いと考えられるにもかかわ らず，土地

を細分化 して，数多 くの地点に土地を持とうとするのは，カパナやサヤニャの項で触

れた農産物の全滅を防ぐというアマレテ農業の基本の反映であろう。前にも述べたよ

うに，農地は様々な条件のところに分散 してある方が，気候変化や病虫害にうま く対

応することが出来 る。そのため，農地を敢えて一箇所にまとめずに分散する方向を選

んでいるのだと考えることが出来よう。

　 しかし，このために一箇所の農地はますます小さくなり，アマレテ住民の決まり文

句となっている 「土地が足 りない」という嘆 きを生 じることになる。調査当初からイ

ンフォーマントが しばしば口にしたこの嘆きを，最初は土地の絶対量が少ないことに

対する嘆きであろうと思った。確かに，昔 と比べればアマレテ住民ひとり当たりの農

地面積は減少 しているであろう。 しか し，そのように嘆いたインフォーマ ントの持つ

土地を調べてみると，農地は決して不足 しておらず，自ら耕作せずに他人に貸 してい

たり，耕作可能であるにもかかわらず休耕 している土地を持っていることがわかった。

そのことから考えて，現実に農地が不足 している人々は存在するにしても，アマ レテ

の人々が嘆 く土地の細分化 （ｍｉｎｉｆｕｎｄｉｚａｃｉ６ｎ）とは，「土地の絶対量の不足」とい う

より 「一箇所にまとまった農地の細分化」と考えたほうが，より正確である。

６． 土地の貸借 ・共 同労働

６．１． ワ キ

所有する耕作地が不足 している際に行なわれる，共同経営のひとつの形態がワキで
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あ る。 オ ブ リタ ス によ れ ば， これ はカ ヤ ワ ヤ に おい て は一 般 的 な や りか たで あ り，次

の よ うな形 を と る。共 同経 営 （ａｐａｒｃｅｒｉａ）の契約 に お いて は ， 土地 の持 主 （ｐｒｏｐｉｅｔａ・

ｒｉｏ）は土 地 を提 供 し，共 同 経 営 者 （ａｐａｒｃｅｒｏ）は種 と労 働 を提 供 す る。そ して収 穫 物 は

折 半 す る。 しか し，土 地 を持 主 が提 供 し種 を共 同 経 営者 が提 供 す る こ とに変 わ りはな

い が， 労 働 は両 者 の責任 とな って い る場 合 もあ る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　ＰｏＢＬＥＴＥ　 ｌ９７８（１９６３）：

３１０］。 これ は ， ア マ レテ にお いて も全 く変 わ りな く行 な わ れ て お り， あ るカパ ナ に土

地 を持 た な い もの が ，持 主 か ら土 地 を 借 り るた め の ひ とつ の方 策 で あ る。

　 オ ブ リタ ス に よ れ ば ， ワ キが行 なわ れ るの は農 業 だ け に限 らな い。 例 え ば ，大 工 が

道 具 と労 働 を 共 同経 営 者 が 木 材 と労働 を 提供 す る例 ，土 器作 りに お いて ひ と りが粘 土

と竈 を， 共 同 経 営者 が労 働 を 提 供 す る例 が紹 介 され て い る。 ま た植 物 が繁 茂 して い る

と ころ で は土 地 の 持主 が農 地 を 切 り開 き， 共 同 経 営者 が種 と労 働 を提 供 す る例 もあ る

との こ とで あ る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　ＰｏＢＬＥＴＥ　 ｌ９７８ （１９６３）：３１０－３１１］。

　 ここ で は， オ ブ リタ ス の原 文 にあ る ａｐａｒｃｅｒｆａ を共 同経 営 ，　 ａｐａｒｃｅｒｏ を共 同経 営

者 と訳 した 。ａｐａｒｃｅｒｉａ に は小 作 とい う意 味 もあ る。確 か に， 地主 の土 地 で 耕 作 す る

小 作人 が収 穫 物 の 半分 を地 主 に取 られ る とい う様 にみ れ ば ， ワ キは 地主 一 小 作 関係 と

と る こ と も出来 よ う。 オ ブ リタ ス は， ｐｒｏｐｉｅｔａｒｉｏ と ａｐａｒｃｅｒｏ の 間 の身 分 関係 につ

いて は何 も述 べ て いな い の で あ る が， ア マ レテ に おい て は地 主 一 小 作 関係 とい う用語

か ら連 想 さ れ る小 作 の 地主 に対 す る隷属 とい った 上 下 関係 は存 在 しな い。 そ の ため ，

ａｐａｒｃｅｒｏ に小 作 人 とい う訳 語 を あて るの を避 け， これ もあ ま り適 当 な 用 語 で は な い

が よ り誤解 の少 な い共 同 経 営者 とい う語 を あ て る こ と に した の で あ る。

　 この ワキ は イル パ ・チ コに お い て も，ひ と りが 種 を も うひ と りが土 地 を提 供 し，労 働

力 は両 者 が提 供 した上 で 収 穫 物 を折 半 す る共 同行 動 と して 記 述 され て い る ［ＣＡＲＴＥＲ

ａｎｄＭ ＡＭＡＮＩ　 ｌ９８２：１３６］。 この ワ キは ア マ レテの 住 民 間 で 行 な われ るだ けで は な

く， アマ レテ の住 民 と他 の 集 落 の住 民 と の間 で も行 なわ れ る。 例 え ば ， ア マ レテか ら

川 の左 岸 を 下 流 に 向 か い， アパ チ ェタ を過 ぎ る とサ カ ナ コ ンや イ ンカ とい った集 落 の

領 域 に はい るが ， これ らの 集 落 に属 す る土 地 を ア マ レテの 住 民 が この シス テ ム に基 づ

い て利 用 す る例 が あ る ので あ る。 この場 合 に も， ア マ レテ 内で の 場 合 と同 じ くワ キの

契約 は永 続 的 な もの で は な く， 地主 との間 に上 下 関係 が存 在 す るわ け で もな い。

６．２． チ キ

　ワキが共同経営の名をもって呼ぶことのできるものであるとするならば，チキまた

はチキニャは地主がその土地で働いた労働者に対して与える報酬または贈与と呼ぶ こ
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とが 出来 る。 オ ブ リタ ス に よ れ ば ， チ キの契 約 に お いて は 地 主 は あ る人 物 に農 地 の一

部 の 使 用 を認 め ， その 人 物 チ キ ニ ェ ロ （ｃｈｉｑｕｉｆｉｅｒｏ） は そ の土 地 に お け る 収 穫 物 を 自

らの もの とす る。 その 使 用 を 許可 さ れた 土地 にお いて チ キニ ェ ロは 自 らの種 を 使 い 播

種 か ら収 穫 ま で の すべ て の 労 働 に従 事 す る場 合 もあ れ ば， 単 に収 穫 の み に参 加 して 収

穫 物 を 受 け取 る場 合 も あ る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　ＰｏＢＬＥＴＥ　 １９７８ （１９３６）：３１１］。

　 これ もアマ レテ に お いて しば しば と られ て い る方 法 で あ る。 この土 地 の使 用 許 可 は

単 な る好 意 によ る もの で は な く， 地 主 の他 の土 地 にお い て行 な った 労 働 に 対 す る見 返

り と して行 なわ れ る もの で あ る。土 地 を 持 た な い人 物 が，他 の人 物 の土 地 で 働 くこ とに

よ って，一定 の広 さ の土 地 の耕 作 権 を手 に入 れ る方 法 が チ キで あ る と言 え よ う 。オ ブ リ

タ ス は チ キ とはパ トロ ンが そ の奉 公 人 に対 して そ の仕事 へ の 報 酬 と して 与 え る もの で ，

奉 公 人 が 自分 の責 任 で 農作 物 を 入 手 す るよ うに した もの で あ る と して い る ［ＯＢＵＴＡＳ

ＰｏＢＬＥＴＥ　　ｌ　９７８ （１９３６）：３１１］。

　 こ のパ トロ ンー 奉 公 人 関係 は オ ブ リタス の 出 身 地 チ ャ ラサ ニ のよ うに ア シエ ンダ が

広 く存 在 した と ころで は， ア シエ ンダ の領 主 ア セ ンダ ー ド （ｈａｃｅｎｄａｄｏ） とア シェ ン

ダ の奉 公 人 の 間 に存 在 した 関係 を想 定 して も よい もの で あ ろ う。 ア シエ ンダ が存 在 し

な か った アマ レテ に お い て は， 特 に農 地 改 革 以 後 には ， このパ トロ ンー 奉 公人 関係 が

い か な る も ので あ った か につ いて はチ ャ ラサ ニ な ど と比 べ て分 か り に くい。 土 地 を 多

く持 って い た べ シ ーノ とそ の土 地 を 耕 して い た アマ レテ 住 民 の 間 で も こ の よ う な関係

が存 在 して い た こ と は十 分 考 え られ ， 現在 で もそれ が 続 いて い る可 能 性 もあ るが 確 認

す る こ とは で きな い。 チ ャ ラサ ニ に おい て は か つ て ア セ ンダ ー ドで あ っ た人 々 が ，農

地 改 革 の 結果 自分 の土 地 を耕 しゼ くれ る奉公 人 を失 い， そ の結 果 と して チ キ ま た は ワ

キを 通 じて 労 働力 を調 達 して い る とい う情 報 もあ る。

　 オ ブ リタ ス に よ れ ば ，家 畜 の持 主 とそれ を 依 託 され た牧 者 の間 に もチ キの契 約 は存

在 す る とい う。 家 畜 の第 一 子 は通 常虚 弱 で死 にや す い とさ れ て い るた め ， そ れ を 注 意

して育 て あげ た 場合 に は牧 者 の所 有 に帰 す 。 この よ うに して行 なわ れ る贈 与 もま た チ

キ と称 され るの で あ る ［ＯＢＬＩＴＡｓ　ＰｏＢＬＥＴＥ　 １９７８ （１９３６）：３１１－３１２］。

６．３．　 土 地 の種 類 と して のチ キ ・ワケ と貸借 と しての チキ ・ワキ

　５．２において，チキ・ワケがかつてはある家族集団の共有地であったとの情報がある

と述べ，それが事実である可能性の根拠として土地の貸借関係に於いてチキ及びワキ

という概念があることを示唆 しておいた。この点に再び帰 って検討 してみたい。まず

語句の問題から検討 してみ ると，チキま允はチキニャという語は双方に共通して使わ
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れ るが ， ワケ ・ワ キに 関 して は土 地 に対 して は ワケ ，貸 借 に対 して は ワキ と用 語 が少

し異 な る。 耕 作 権 の 贈与 と して の ワ キに つ い て はオ ブ リタ スの 他 ， カ ー タ ー とマ マニ

によ って も報 告 され て い るが ［ＣＡＲＴＥＲ　ａｎｄ　Ｍ ＡＭＡＮｉ　 ｌ９８２：１３６］，土 地 の カ テ ゴ リ

ー と して の ワケ につ いて は ア マ レテ での 聞 き取 りの他 に資 料 が な く
， この両 者 に果 た

して 関係 が あ るのか ， は た ま た無 関 係 な の か 決定 す る こ とが で きな い。周 囲 の他 の集

落 に お け る資 料 の集 積 を 必要 とす る と こ ろで あ る。 その た め ， ここで は あ くま で ワ キ

とワケ が た が い に 関係 が あ る との仮 定 の 上 で議 論 を進 め る こ とを お許 し頂 きた い。

　 こ こで ， 土地 の カ テ ゴ リー と して の チ キ ・ワケ と貸 借 ・贈 与 の カ テ ゴ リー と しての

チ キ ・ワ キが互 い に関 係 あ り とす る根 拠 と して イ ンフ ォー マ ン トに よ る別 の情 報 を紹

介 す る こ と にす る。 それ は， チ キ ・ワ ケ はサ ヤ ニ ャと異 な って個 人 の 所 有 で は な く集

落 の共 有 地 で あ り， その 管 理 は シ ンデ ィ カー トが行 な って い る とい うもの で あ る 。 そ

して， チ キ ・ワケ は土 地 を 持 た な い人 々 に シ ンデ ィカ ー トが分 配 して 耕 作 させ る とい

うので あ る。 この情 報 を 寄 せ た イ ンフ ォ ーマ ン トは シ ンデ ィカ ー トの メ ンバ ー で は な

く， ま た所 有 地 が少 な いた め 一年 の大 部 分 を ア マ レテ の外 で暮 ら して い る。 そ の た め

この情 報 の 確 度 は定 かで はな い 。 そ して ， この情 報 もチ キ ・ワケ が家 族 集 団 の共 有 地

で あ っ た と い う情 報 と同 じ く他 の イ ンフ ォー マ ン トた ち によ って否 定 され た 。

　 この共 有 地 と して の チ キ ・ワケ とい う情 報 が ア マ レテ に おい て現 在 の 時 点 で 確認 さ

れ な い と して も， そ の正 確 な 姿 は もは や復 元 不 可能 が も しれ な い が ，か つ て は そ の よ

うな意 味 を 持 って い た可 能 性 を 否定 す る こ とは 出来 な い。 そ の根 拠 とな るの が 貸借 ・

贈与 の カ テ ゴ リー と して の チ キ ・ワキ の存 在 で あ る。 この チ キ ・ワキ の意 味 す る とこ

ろ は ，土 地 の 不足 を労 働 また は 種 の提 供 によ って補 うこ とが 出来 る とい う点 にあ る。

この特 徴 は， チ キ ・ワケ に お いて も共 通 す る。 家族 集 団 の共 有 地 で あ る場 合 には ， そ

の 特別 な 出費 を補 うた め に労 働 を 余分 に提 供 した もの が そ の報 酬 を 得 る こ とを 認 め る

とい う もの で あ り，集 落 の共 有 地 で あ る場 合 に は， 土地 を持 た な い者 が労 働 力 を 提 供

した報 酬 に あ る条 件 の悪 く狭 い土 地 の耕 作 権 を 認 め る とい うもの で あ る。

　 こ の意 味 で は これ らの土地 に お け る耕 作権 の容 認 は チ キ とい うよ り ワ キ と して の性

格 を 持 つ と言 え る が， ワキ で あ る に して もチ キで あ るに して も，必 要 とす る農 産 物 の

不 足 を補 償 す る メ カニ ズ ム で あ る とい う点 で は共 通 して い る。 この 点 か ら考 え る とチ

キ ・ワヶ が共 有 地 で あ った とい う情 報 か ら演 繹 され る補 償 の メ カニ ズ ム と土 地 の貸 借

・贈 与 と して の チ キ ・ワキ に お いて み られ る補 償 の メカ ニ ズ ム は同 じ性 格 の もので あ

る と言 え る。 そ して その両 者 が余 りに似通 っ た名 称 で 呼 ば れ て い る こ とか ら， かつ て

は土 地 の カ テ ゴ リー と して の チ キ ・ワケ は共 有 地 と して の性 格 を持 ち， そ こに前 述 し
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たような補償のメカニズムが存在 したと推測されるのである。

６．４．　 牧民 に対す る土地 の貸与

　 農 地 の不 足 して い る ブ ナ の牧民 に対 して アマ レテ の土 地 が貸 与 され る こ とが あ る。

これ は， 前 述 の チ キ や ワ キ と は異 な った手 続 きに基 づ い て行 な わ れ る。 ワ キ に お いて

は収 穫 物 が 折 半 され ， チ キ に おい て は地 主 は使 用 を許 可 した チ キの 土地 の収 穫 物 に は

権 利 が な いわ けで あ る が ， ブ ナの牧 民 に対 す る土地 の貸 与 に お いて は ，牧 民 は アマ レ

テ の住 民 に対 して支 払 い を しなけ れ ばな らな いの で あ る。

　 この支 払 い は，牧 民 が飼 育 す るアル パ カま た は リャマ を アマ レテの地 主 にた い して

引 き渡 す こ と によ って行 なわ れ る。 土 地 を 借 用 した い牧 民 は まず 自分 の家 畜 を 地 主 に

引 き渡 し， そ れ に よ って カパ ナ内 の ジ ャガ イモ耕 地 の耕 作権 を 得 る こ とが 出来 る。 そ

の土 地 は， カパ ナの作 物 ロー テ ー シ ョ ンに従 って 用 い られ ，耕 作権 は休 耕 に は い る ま

で有 効 であ る。 つ ま り， カパ ナに お け る連 続 耕 作年 数 だ け あ る耕 地 の耕 作 権 を 牧 民 は

一 頭 の アル パ カを支 払 う こ とによ って確 保 す るの で あ る
。 イ ンフ ォ ーマ ン トに よ れ ば ，

この耕 作 権 は休 耕 に は い る と同時 に消 滅 し， そ の次 に そ の カパ ナが 耕 作期 に は い る時

に そ の土 地 が 再 び 同 じ牧 民 に貸 与 され る か否 か は， そ の都 度 決 め られ る との こ とで あ

る。一 度 耕 作 権 を 得 た と して もそ れ は既 得 権 と して ，永 続 す る こ と はな い。

　 牧 民 に貸 与 され る土 地 は ジ ャガ イモ耕 地 に限 られ ， トウモ ロ コシ耕 地 が貸 与 され る

こ とは な い。 アマ レテ に お い て は トウモ ロ コ シ耕 地 （バ ホ ス の土 地 ） は不 足 して い る

と考 え られ て い るの で あ る。 チ ャカ ワヤや ホタ オ コの住 民 は トウモ ロ コ シ耕 地 を あ ま

り所 有 して い な い。 しか し， アマ レテ に も トウモ ロ コ シ耕 地 が不 足 して い るた め ， ト

ウモ ロ コ シを 入手 す るた め に は別 の手 段 を講 じる こ とが必 要 とな る。 そ の手 段 が前 述

した土 器 の製 作 で あ る。

　 ホタ オ コ とチ ャ カ ワヤ の住 民 は ， 土 器 を ア ヤタ （Ａｙａｔａ）の谷 な ど トウモ ロ コ シを

大 量 に生 産 す ると こ ろへ 持 って 出掛 けて行 き，土 器 と トウモ ロ コ シを交 換 す る ので あ

る。 アマ レテ の谷 は トウモ ロ コ シの生 産 量 が多 くな い と牧 民 た ちに考 え られ て い るよ

うで あ り， ブ ナ で 出会 った ウ リャ ウ リャや ウチ ャ ウチ ャの 牧 民 た ち も， トウモ ロコ シ

の入 手 先 は ア ヤ タ の谷 や モ コモ コ， チ ュマ （Ｃｈｕｍ ａ） の 谷 で あ る と述 べ て い た。 そ

の ため ， ホ タ オ コや チ ャ カ ワヤ の住 民 も近 くの アマ レテで な く遠 い ア ヤ タ まで トウ モ

ロ コシを 求 め て 出掛 け るの で あ る。
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６．５． 共 同 労 働

　 土地 の貸 与 で はな いが ，収 穫 等 の労 働 にお い て様 々 な共 同行 為 が存 在 す る。 そ の第

一 の もの は
， ア イニ （ａｙｎｉ）と呼 ばれ る もの で あ る。 これ は互 酬 的 な共 同行 為 で あ り，

あ る と き他 の人 の協 力 を 受 け た な らば， いず れ相 手 に協 力 して お返 しを しな けれ ば な

らな い もの で あ る。 イル パ ・チ コに お いて は ア イ ニ は助 力 の 交 換 で あ り， 一 日の労 働

に 対 して一 日 の労 働 を 返 す もの で あ る。 どの よ うな仕 事 にた い して もア イ ニ は行 な わ

れ るが ， 大 部分 は播 種 と収 穫 に関 す る 仕 事 で あ る ［ＣＡＲＴＥＲ　ａｎｄ　Ｍ ＡＭＡＮＩ　 ｌ９８２：

１３２］。 アマ レテ に お いて は ， 農 業 労 働 の他 に家 の建 設 （土 壁 作 り， 屋根 ふ き， な ど）

に お いて も アイ ニ が行 なわ れ る。 これ に参 加 す るの は， 親 族 ・姻 族 ・コ ンパ ド レ ・ア

イハ ー ドな どを除 け ば， 同 じバ リオ の人 々で あ る。

　 オ ブ リタ ス は カ ヤ ワ ヤ の共 同行 為 と して 三 種 類 を 区別 して い る。 そ れ は ア イ ネ （ａｉ－

ｎｅ）・ヤ ナバ （ｙａｎａｐａ）・ア ブハ タ （ａｂｊ　ａｔａ）の ３つ で あ る。 ア イネ は上 記 の ア イ ニ と

同 じもの で あ り， これ は オ ブ リタ ス の言 い方 を借 りれ ば サ ー ビス の貸 与 で あ っ て， い

ず れ 返 さな け れ ば な らな い もの で あ る。 ヤ ナバ は 義務 的 な無 料 奉 仕 で あ り，老 人 や 孤

児 の農 地 を 耕 した り， コ レ ヒ ドール や教 会 の 農 地 で 働 い た りす る こ とで あ る。 これ に

は支 払 い はな され な い し，後 に奉仕 を返 す必 要 の な い もの で あ る。 アブハ タ は あ る人

物 が結 婚 式 や誕 生 日を祝 った り，祭 の主 催 者 にな った り した と き に， ア ル コー ル ，家

畜 （ヒッ ジ》 モッレモ ッ トな ど） を 届 け る ことで あ る。 この義 務 が あ るの は ， そ の人 物

の 婿 ，ア イハ ー ドそ の他 の親 類 縁 者 であ り，これ は も ち ろん無 料 奉 仕 であ る ［Ｏ ＢＬＩＴＡＳ

写真１１ 共　　同　　労　　働
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ＰｏＢＬＥＴＥ　 ｌ９７８ （１９３６）：３０６－－３　１　Ｏ］。 アマ レテ に お いて ， ヤ ナバ を 確 認 す る こ とは 出

来 な か った が ， アマ レテ の守 護 聖 人 の祭 に お い て祭 全 体 の主 催 者 や 各 舞 踏 集 団 の後 援

者 の も と に， 姻族 や ア イハ ー ドな どか ら数 多 くの届 け物 が な され た こ とが 確認 さ れ た。

　 もうひ とつ の ミンカ （ｍｉｎｋ’ａ）と呼 ばれ るタ イプ が あ る。 これ は， 農 作 業 に 参加 す

る こと によ って 例 え ば収 穫 の 一 部 を受 け取 るな どの形 で ，労 働 に対 す る報 酬 を 得 る も

の で あ る。 そ の意 味 で は共 同労 働 とは言 い難 い。 イ ルパ ・チ コに お いて は ，返 さ な け

れ ばな らな い 借 りを ア イ ニ に よ って貯 め過 ぎな いよ うに ， ミ ンカに よ って手 伝 いを 集

め る例 が 紹 介 され て い る。 一 日の労 働 に対 す る支 払 い は ジ ャガ イモ の場 合 は２５リブ ラ

（約 １１ｋｇ）， キ ヌア の場 合 は１２ １／２～ １８リブ ラ （約 ５・５　ｋｇ～ ８ｋｇ） で あ る ［ＣＡＲＴＥＲ

ａｎｄ　Ｍ ＡＭＡＮＩ　 ｌ９８２：１３２－１３３１。 ア マ レテ に おい て も同様 に ミ ンカ が 行 なわ れ て い

る と イ ン フ ォー マ ン トは 述 べ て い るが ， 筆 者 は そ の実 際 の場 面 を 目撃 して お らず ， そ

の 詳細 を報 告 す る こ とは で きな い。

７． お わ り に

　これまでの報告のまとめとしてまずアマレテの土地利用の特徴を ５点にまとめてみ

ることにしたい。

［１］ 他 の多 くの ア ンデ ス社 会 と同 じよ う に，耕 地 が標 高 に従 って上 部 と下 部 に二 分

　 され て い るこ と。 アマ レテ住 民 の 理 念 に従 え ば ，上 部 は ジ ャガ イ モ栽 培 可 能 な土

　 地 で あ り，下 部 は トウモ ロ コ シ栽 培 可 能 な 土地 で あ る。 しか し，実 際 に は上 記 の

　 二作 物 に 限 らず ，オ カ ・イサ ニ ョ とい った 根茎 類 ， オ オ ム ギ ・コム ギ とい った ム

　 ギ類 ， エ ン ドウ ・ソ ラマ メ とい った マ メ 類 も多 く栽 培 され て お り， ジ ャガ イ モ や

　 トウモ ロ コ シの農 作 物 全 体 に しめ る割 合 は ペル ーな ど で報 告 され て い る例 よ り低

　 い。

［２］ 作 物 の ロ ーテ ー シ ョ ンが 行 な わ れ ， 同一 作 物 の連 作 は行 なわ れ て い な い こ と。

　 上 部 の ジ ャガ イモ耕 地 に お いて は ジ ャガ イ モ ・オ カ ・ムギ ・マ メ の ロ ー テー シ ョ

　 ンが ７年 周 期 で行 な わ れ て お り， ひ とつ の ロー テ ー シ ョン単位 で 栽 培 す る作 物 の

　 種 類 ・播 種 収 穫 の 時 期 は ア マ レテ共 同 体全 体 に よ って 規 制 され て い る。 下 部 の ト

　 ウモ ロ コ シ耕 地 にお い て は トウモ ロ コ シ ・ムギ ・マ メの ロ ーテ ー シ ョ ンが 行 な わ

　 れ る。 播 種 ， 収 穫 の 時 期 は お お よ そ一 致 して い る もの の， 作 物 の種 類 の 決定 は各

　 耕 作 者 の 自 由に任 され ，共 同体 に よ る規 制 は行 な われ て いな い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８７
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［３］ 耕地は大きな土地と小さな土地がセットになって組み合わされており，耕地を

　 一箇所にまとめないことによって，気候不順等が農作物に与える被害を小さくく

　 いとあようとしていること。ジャガイモ耕地においては，ローテーションの単位

　　（カパナ）が，広い土地とそれから離れた狭い土地の組み合わせから出来上がっ

　 ている。また個々の耕地の単位 （サヤニャ）には，チキまたはワケと呼ばれる小

　 さな土地が付属 している。カパナ内にあるサヤニャの場合，ワケまたはチキはサ

　 ヤニャと離れた地点にあり，しかもその標高が異なるように配置されている。

［４］ 歴史的にみて時間の経過につれて，伝統的な土地利用の形態が変化 しているの

　 ではないかと考えられること。カパナのローテーションのシステムにおいても，

　 かつてはカパナに属 していたと考え られる土地が現在は利用 されていなかったり，

　 共同体によるローテーションのコントロールからはずれている場合がある。また

　 土地の一部への集中や，農地改革の影響による土地相続形態の変化が，アマレテ

　 に住む全員に土地に対する平等な権利が認められにくくなっている現状を導いて

　 いる。

［５］ 耕地を殆どもたない属村の住民との間や，隣…のチャラサニ側の村落で逆に耕地

　 が余っている村の住民 との間で土地の貸借関係があること。ホタオコ， リャチュ

　 アニなどの属村はジャガイモ耕地が不足 し，そのためアマレテで多 くのジャガイ

　 モ耕地を持つものから土地を借り，その支払いのために リャマやアルパカを引き

　 渡す。アマレテにおいては トウモロコシ耕地は不足 していると考え られており，

　 トウモロコシ耕地の貸借はおこなわれない。また，アマレテ内部でも土地を持つ

　 者 と持たない者があり，土地を持たない者と持てる者の間の土地の貸借や，土地

　 を持たない者の砂金採 りや首都への出稼ぎが存在する。

　 このうち ［３】の大小の土地の組み合わせについてまずもう少 し考えてみたい。アン

デス地域における農耕 においては，栽培作物それぞれに数多 くの品種が存在 し，しか

もそれら複数の品種がひとつの畑 に混植されている例がしばしば見 られる。これは，

気候不順や病虫害に対して作物の全滅を防ぐための方策であると考えることができる

が，それと同じ考え方が大小の土地の組み合わせにも見られるのではないだろうか。

この土地の組み合わせ方は面積の大小だけではなく，条件の良 し悪 しによっても決め

られている。大きな土地の ｙａｐａである小さな土地は急斜面であるとか，標高が高い

とか，条件の悪い土地である。このような土地を組み合わせることによって，アマ レ

テの農業は作物の全滅や年度による収穫量を一定に保とうとしていると考えられる。
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　このような耕地の分散化 と，土地をサヤニャという単位に分割 し， しかもひとりの

個人が所有するサヤニャを一箇所にまとめずに互いに距離をおいて配置 していること

は，考え方の基本が共通 している。サヤニャが細分化され，個人が一箇所に所有する

農地がどんどん小さくなっているというのに，耕地を集中 して所有するという方策が

とられる兆はない。そこには，耕地を一箇所に集中して労働生産性を高めようという

意識は全 く存在せず，たとえ労働効率は悪 くとも耕地はあくまで広い範囲に分散させ

ておこうとするのである。

　主たる土地に付属 している土地が全体にしめる割合はそれほど大きいものではない

と考えられる。そのような小さな土地を組み合わせたところでたいした補償効果は生

じないかもしれない。 この点については現在数量的に計ることが出来ないのであるが，

付属地は条件が悪い土地であることを考慮に入れると，これはあくまで ｙａｐａである。

補償 ・調整といってもせいぜい微調整にすぎず，これまでの報告で述べて来た土地の

組み合わせによる不作の救済をあまりに重要視するのはあるいは危険かもしれない。

しか し，たとえ量的にはたいしたものではな くても，それはひとつの安全弁として働

くものであることは認めてもよいと思 う。不作の時を考えて用意する調整地は小さな

ものであるのが当然であり，あまり大 きくては逆に平年の収穫量を減らしてしまうで

あろう。

　 このような小さな単位に分割 し，それには必ず ｙａｐａをつけて補償 ・微調整を行な

うやり方は，アマレテの人々が行なう物々交換の手続きの中にも見て取れる。我々が

目撃 した物々交換においては，パ ン・砂糖 ・コカの葉などとジャガイモ ・オカ ・トウ

モロコシなどが交換されていた。そのやり方は砂糖片手に軽 くひとつかみに対 してジ

ャガイモ両手に一杯といった具合に交換のための単位を定め，行なうものである。そ

の際に，交換は必ず １単位ごとに行なわれ，数単位まとめて行なわれることはない。

パンとジャガイモの交換を例にとってみれば，パ ンが２単位欲 しい場合には，パン１

単位とジャガイモ１単位の交換をまず行ない，それが終わったところで改めてもう１

単位の交換を行なうのである。決 して，２単位ずつまとめて一度に交換することはな

い。このために交換には非常に時間がかかることになる。

　 また物々交換においては，場合によってアマレテ側が出す場合と相手側が出す場合

とがあるが，交換を終了させるためにどちらかが ｙａｐａを出さな くてはならない。こ

の ｙａｐａの量が全体に占める割合はそれほど大きくはないが，ここで微調整を行なわ

ない限り物々交換は成 り立たないのである。

　 またこの物々交換は少な くともアマ レテ側にとってはいかにも小規模である。物々
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写真１２ 物　 　々交　換

交換によって一回に手に入れるものはコカの葉数つかみとか，パ ン２個に砂糖少々と

いった具合であり，そ してこれを毎週のように繰 り返すのである。 ここにおいても一

回にまとめて大量に交換 しようという意識は存在 しないのである。アマ レテにおいて

は，ペルーにおいて報告されているような収穫期にブナの牧民が大挙 して谷間に下わ

大量の農産物を入手 して帰るといった事態を目撃することは出来なかった。交換はあ

くまで少量ずつ何回にも分けて行なうものなのである。

　交換を１単位ずつにわけて行なうことは，外部からやって来た行商人に比べて算術

に優れているとは思えないアマ レテ側の女性たちがだまされない方法であるとみるこ

とも出来る。 しか し，筆者はここに現在のアマレテの環境利用において共通する意識

の発露を見たい。アマレテにおいては作物の種類はひとつに集中させず，土地は小さ

な単位に分割 した上で個人ひとりひとりの土地は一箇所に集中させない。そして，主

たる土地には必ず ｙａｐａをつける。このやり方 とアマレテにおける交換のやり方は共

通のパターンを持っているのではないかと考えるのである。

　 しか し，この結論は現在の時点ではあくまで仮説的なものに留まる。調査期間が少
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なく，個々の畑に当たってみた資料が少ないことも結論を仮説の段階に留めた理由の

ひとつであるが，確言をためらわせるもうひとつの理由は，農地改革以来の変化によ

って土地所有の形態が変わったことによって，アマ レテ農業を安定状態に置 くために

機能 していたとおもわれるシステムの形態を現在の時点で正確に復元できないことで

ある。

　たとえば一か所にまとめて土地を所有するアンパーロが存在 したことは上記の結論

と矛盾する。現在ではアンパーロは解体されていると言っても過去のある時点ではそ

れが存在 したことは事実であり，このことがアマレテの環境利用システムの中でいか

なる位置を占めたのかを明 らかにしなければ，アマレテの環境利用システムの解明は

不十分である。

　 これから将来にむけて行なわれなければならない調査は，より個別の具体例を集め

ることによって，本稿においてはしばしば一般的な形で述べて来たアマ レテ環境利用

の諸側面をより具体的に例証する作業と，アマレテの変遷を歴史資料に基づいて明ら

かにする作業であろう。そのうち，アマレテの変化に大きな影響を与えている農地改

革についての調査が重要な部分を占めるのは当然であろう。
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地図 ２　 ア マ レ テ お よ び そ の 周 辺



地図 ３　 ア マ レ テ 谷 主 要 部


